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は

し

が

き

『
大
乗
起
信
論
義
記
』

神
秘
主
義
研
究
班
で
は
、
研
究
員
は
「
大
乗
起
信
論
」
に
つ
い
て
各
自
が
各
々
の

分
担
課
題
を
定
め
て
研
究
を
行
な
っ
て
き
た
。
そ
の
研
究
を
通
し
て
、
『
起
信
論
』

を
理
解
す
る
た
め
に
は
、
唐
・
法
蔵
の
『
大
乗
起
信
論
義
記
』
を
精
読
す
る
必
要
を

改
め
て
痛
感
し
た
。
特
に
こ
れ
ま
で
の
研
究
に
は
、
や
や
も
す
る
と
『
義
記
」
の
解

釈
を
そ
の
ま
ま
『
起
信
論
』
の
思
想
と
す
る
傾
向
が
見
ら
れ
る
か
ら
で
あ
る
。
『
起

信
論
』
を
真
に
理
解
す
る
た
め
に
は
、
む
し
ろ
『
起
信
論
』
の
思
想
と
『
義
記
」
の
解

釈
と
の
異
同
を
明
確
に
す
る
こ
と
が
必
須
で
あ
る
。
そ
こ
で
、
毎
月
研
究
会
を
開

い
て
「
義
記
」
の
会
読
を
続
け
て
き
た
。
会
読
し
終
え
た
部
分
は
か
な
り
の
量
に
な

る
が
、
『
義
記
』
の
重
要
な
語
句
・
術
語
や
引
用
経
文
に
つ
い
て
い
ま
だ
調
査
、
解

明
を
済
ま
せ
て
い
な
い
事
項
が
若
干
あ
り
、
全
体
を
ま
と
め
る
ま
で
に
至
っ
て
い

な
い
。
し
か
し
、
そ
の
中
で
最
初
の
一
部
分
だ
け
は
、
ほ
ぽ
作
業
を
終
え
た
の

で
、
い
ま
だ
充
分
解
明
で
き
て
い
な
い
項
目
も
な
い
で
は
な
い
が
、
こ
こ
に
試
訳

注
と
し
て
公
表
す
る
こ
と
に
し
た
。

『
大
乗
起
信
論
義
記
』
研
究

研
究

【億】
【旭】

【版】
【龍】

【続】
本
稿
は
研
究
者
が
検
討
し
や
す
い
よ
う
に
、
テ
キ
ス
ト
、
書
き
下
し
文
、
注
を

見
開
き
二
頁
の
中
に
納
め
た
。
右
頁
の
上
段
に
頭
注
を
掲
げ
、
中
段
に
漢
文
テ
キ

ス
ト
、
下
段
に
そ
の
書
き
下
し
文
を
、
左
頁
に
補
注
を
割
り
ふ
っ
た
。

右
頁
中
段
に
掲
げ
た
漢
文
テ
キ
ス
ト
は
大
正
新
修
大
蔵
経
所
収
の
も
の

(No-

八
四
六
、
大
正
四
四
、
二
四
0
下
ー
ニ
八
七
中
）
を
底
本
【
底
】
と
し
て
用
い
、
以

下
の
諸
本
と
対
校
し
た
。
【
】
内
は
略
号
。

『
卍
続
蔵
経
』
第
七
一
冊
、
新
文
豊
出
版
公
司
、

院
『
大
日
本
続
蔵
経
」
第
七
一
套
の
r
e
p
r
.
)

法
蔵
『
大
乗
起
信
論
義
記
』
沢
田
文
栄
堂
、
一
六
九
九
年
（
元
禄
―
二
）

笠
間
龍
跳
『
冠
註
起
信
論
義
記
』
森
江
書
店
、
一
八
八
九
年
（
明
治
二

二）佐
伯
旭
雅
『
冠
註
増
補
大
乗
起
信
論
義
記
』
法
蔵
館
、
一
八
九
三
年
（
明

治
二
六
）

山
本
慨
識
『
冠
導
傍
註
大
乗
起
信
論
義
記
』
沢
田
文
栄
堂
、

神

秘

主

義

研

（
幹
事
）
井
上
克
人

丹

治

昭
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吾薗
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五
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経
書
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底
本
と
こ
れ
ら
諸
本
に
お
け
る
字
句
の
異
同
は
す
べ
て
頭
注
に
注
記
し
た
。
な

お
敦
煽
出
土
の
「
大
乗
起
信
論
義
記
」
及
び
『
大
乗
起
信
論
義
略
述
』
は
前
半
部
を
欠

く
の
で
、
今
回
は
参
照
で
き
な
か
っ
た
。
句
読
点
も
諸
本
と
対
校
し
て
改
め
た
と

こ
ろ
が
あ
る
が
、
そ
の
場
合
は
一
々
の
注
記
は
省
略
し
た
。
た
だ
そ
れ
ら
以
外
に

意
味
内
容
に
よ
っ
て
改
め
た
場
合
も
あ
る
の
で
、
そ
の
場
合
だ
け
は
頭
注
に
記
載

し
た
。
ま
た
、
主
題
に
応
じ
て
適
宜
改
行
し
た
。

テ
キ
ス
ト
の
漢
字
は
正
字
体
を
用
い
た
が
、
書
き
下
し
文
で
は
常
用
漢
字
に

し
、
現
代
仮
名
遣
い
を
用
い
た
。
読
者
の
た
め
に
、
な
る
べ
く
漢
字
に
は
ル
ビ
を

振
っ
た
が
、
原
文
を
忠
実
に
書
き
下
す
こ
と
に
努
め
た
の
で
、
書
き
下
し
文
中
に

は
補
訳
を
加
え
な
か
っ
た
。
そ
の
た
め
に
若
干
の
箇
所
で
は
文
意
の
解
説
を
頭
注

な
い
し
補
注
に
加
え
た
。
た
だ
し
内
容
と
構
成
を
明
確
に
す
る
た
め
に
、
原
文
に

な
い
見
出
し
を
加
え
、
引
用
文
は
括
弧
に
入
れ
た
。
ま
た
最
初
に
科
文
を
あ
げ
、

頁
を
与
え
目
次
に
か
え
た
。

頭
注
で
は
主
と
し
て
語
句
の
意
味
を
簡
単
に
説
明
し
た
が
、
上
記
の
よ
う
に
字

句
の
異
同
、
簡
単
な
文
意
の
解
説
を
も
取
り
あ
げ
た
。
頭
註
で
取
り
あ
げ
た
項
目

に
は
テ
キ
ス
ト
の
文
字
の
右
肩
に
ア
ス
テ
リ
ス
ク
（
＊
）
を
付
し
て
示
し
た
。

検
討
を
加
え
解
説
を
要
す
る
と
思
わ
れ
る
事
項
、
あ
る
い
は
引
用
経
論
に
は
、

【聴】
【大】
【日】

【宗】
【筆】

年
（
明
治
二
七
）

宗
密
『
大
乗
起
信
論
疏
』
一
六
四
二
年
（
寛
永
一
九
）
の
版
本

子
瑞
『
起
信
論
疏
筆
削
記
』
大
正
四
四
（
注
釈
中
に
引
用
し
て
い
る
場
合

は
、
同
義
語
と
思
わ
れ
る
も
の
を
含
み
、
明
ら
か
に
省
略
と
思
わ
れ

る
箇
所
も
あ
っ
て
、
必
ず
し
も
忠
実
な
引
用
で
は
な
い
が
、
参
考
の

た
め
に
そ
れ
ら
を
注
記
し
た
と
こ
ろ
も
あ
る
）

順
高
『
起
信
論
本
疏
聴
集
記
』
仏
全
九
二

1
九
三

湛
容
「
起
信
論
義
記
教
理
抄
』
仏
全
九
三

ク

日

蔵

四

二

D
B
h
 

M
S
 

番
号
を
付
し
、
補
註
で
取
り
扱
っ
た
。
引
用
経
論
は
原
典
の
そ
れ
を
載
せ
、
サ
ン

ス
ク
リ
ッ
ト
本
や
チ
ベ
ッ
ト
訳
本
の
あ
る
も
の
は
、
引
用
箇
所
の
漢
文
と
対
比
さ

せ
て
和
訳
を
付
し
た
。
正
確
に
理
解
す
る
た
め
に
必
要
と
思
わ
れ
る
場
合
に
の

み
、
サ
ン
ス
ク
リ
ッ
ト
原
語
を
付
し
、
ま
た
時
に
引
用
経
論
の
チ
ベ
ッ
ト
訳
の
対

応
語
や
チ
ベ
ッ
ト
訳
か
ら
推
定
さ
れ
る
サ
ン
ス
ク
リ
ッ
ト
語
を
併
記
し
た
。
ま
た

引
用
経
論
や
補
注
な
ど
で
参
照
し
た
書
名
に
は
略
称
を
用
い
た
。
一
回
し
か
引
用

さ
れ
て
い
な
い
文
献
な
ど
に
も
略
称
を
用
い
た
の
は
、
研
究
者
が
略
称
表
を
見
る

こ
と
に
よ
っ
て
、
法
蔵
が
引
用
し
た
経
論
や
依
拠
し
た
で
あ
ろ
う
経
論
の
全
体
を

把
握
す
る
の
に
便
利
と
考
え
た
か
ら
で
あ
る
。

中
国
関
係
の
項
目
に
つ
い
て
は
吾
妻
が
、
仏
教
関
係
の
項
目
に
つ
い
て
は
丹
治

が
注
の
原
案
を
作
成
し
、
研
究
会
で
検
討
し
た
。
し
か
し
最
終
的
に
は
丹
治
が
さ

ら
に
改
め
た
項
目
も
な
い
で
は
な
い
。
な
お
本
稿
の
作
成
に
は
、
旧
版
『
国
訳
一

切
経
』
所
収
の
玉
城
康
四
郎
氏
の
訳
を
参
照
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
。

ま
た
本
学
で
法
蔵
の
研
究
を
行
な
っ
て
き
た
大
井
和
也
君
の
協
力
を
得
た
。
同

君
は
研
究
会
に
最
初
か
ら
積
極
的
に
参
加
し
、
書
き
下
し
文
の
下
訳
か
ら
訂
正
原

稿
の
入
力
作
業
や
法
蔵
の
文
献
の
調
査
と
い
っ
た
労
を
と
っ
て
く
れ
た
。
ま
た
、

大
学
院
生
の
川
口
輝
夫
君
に
も
引
用
文
献
の
調
査
や
訂
正
原
稿
の
清
書
を
分
担
し

て
も
ら
っ
た
。
記
し
て
謝
意
を
表
す
る
。
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西
蔵
大
蔵
経
研
究
会
編
『
影
印
北
京
版
西
蔵
大
蔵
経
ー
大
谷
大
学
図
書
館
蔵
ー
』

東
京
大
学
文
学
部
印
度
哲
学
印
度
文
学
研
究
室
編
『
デ
ル
ゲ
版
チ
ベ
ッ
ト
大
蔵
経

論
疏
部
ー
東
京
大
学
文
学
部
所
蔵
—
』

十
地
経

涅
槃
経

摩
耶
経

三
昧
経

如
来
蔵
経

毘
尼
母
経

功
徳
論

毘
婆
沙
論

十
地
経
論

仏
地
経
論

発
智
論

大
毘
婆
沙
論

琺
伽
論

摂
論
顕
揚
論

荘
厳
経
論

雑
集
論

宝
性
論

入
大
乗
論

大
正

NO
ニ
八
七

大
般
涅
槃
経
大
正

NO
三
七
四

摩
詞
摩
耶
経
大
正

NO
三
八
三

文
殊
支
利
普
超
三
昧
経
大
正

NO
六
二
七

大
方
等
如
来
蔵
経
大
正

NO
六
六
六

大
正

NO
―
四
六
三

分
別
功
徳
論
大
正

NO
一
五
0
七

十
住
毘
婆
沙
論
大
正

NO
一
五
ニ
―

大
正

NO
一
五
ニ
ニ

大
正

NO
一
五
三
〇

阿
毘
達
磨
発
智
論
大
正

No
一
五
四
四

阿
毘
達
磨
大
毘
婆
沙
論
大
正

No
一
五
四
五

瑠
伽
師
地
論
大
正

NO
―
五
七
九

摂
大
乗
論
釈
大
正

NO
一
五
九
五

顕
揚
聖
教
論
大
正

NO
一
六
0
ニ

大
乗
荘
厳
経
論
大
正

No
一
六
0
四

大
乗
阿
毘
達
磨
雑
集
論
大
正

Na
一
六
0
六

究
党
一
乗
宝
性
論
大
正

No
―
六
―
―

大
正

Na
一
六
三
四

『
大
乗
起
信
論
義
記
』
研
究

肇
論
研
究

惹
遠
研
究

倶
舎
論
の
研
究

仏
教
語
大
辞
典

冠
導
本

日仏統大
蔵全蔵正

大
正
新
修
大
蔵
経

卍
続
蔵
経

大
日
本
仏
教
全
書

増
補
改
訂
日
本
大
蔵
経

起
信
論

釈
論
捜
玄
記

探
玄
記

義
記
筆
削
記

大
乗
義
章

大
乗
大
義
章

肇
論
五
教
章

六
妙
法
門

法
師
伝

因
縁
伝

ニ
教
論

続
疏
会
閲
聴
集
記

教
理
抄

五一

大
乗
起
信
論
大
正

NO
一
六
六
六

釈
摩
詞
術
論
大
正
No
一
六
六
八

大
方
広
仏
華
厳
経
捜
玄
分
斉
通
智
方
軌

華
厳
経
探
玄
記
大
正
No
―
七
三
三

大
乗
起
信
論
義
記
大
正

NO
一
八
四
六

起
信
論
疏
筆
削
記
大
正
No
一
八
四
八

大
正

No
―
八
五
一

大
正

No
一
八
五
六

大
正

NO
一
八
五
八

華
厳
一
乗
教
義
分
斉
章
大
正

No
一
八
六
六

大
正

NO
一
九
一
七

婆
薮
槃
豆
法
師
伝
大
正

NO
ニ
0
四
九

付
法
蔵
因
縁
伝
大
正

NO
ニ
0
五
八

弁
顕
密
二
教
論
大
正

NO
ニ
四
二
七

大
乗
起
信
論
続
疏
続
蔵
七
二

大
乗
起
信
論
疏
筆
削
記
会
閲
続
蔵
七
二

順
高
『
起
信
論
本
疏
聴
集
記
』
仏
全
九
二
1
九
三

湛
容
『
起
信
論
義
記
教
理
抄
』
仏
全
九
三
、
日
蔵
四
二

大
正

No
一
七
三
二

山
本
懺
識
著
『
冠
導
傍
註
大
乗
起
信
論
義
記
』
沢
田
文
栄
堂
、

年。塚
本
善
隆
絹
『
肇
論
研
究
』
法
蔵
館
、
一
九
五
五
年
。

木
村
英
一
絹
『
慧
遠
研
究
遺
文
篇
』
創
文
社
、
一
九
六
0
年。

桜
部
建
著
『
倶
舎
論
の
研
究
界
・
根
品
』
法
蔵
館
、
一
九
六
九
年
。

中
村
元
著
『
仏
教
語
大
辞
典
』
東
京
書
籍
、
一
九
七
五
年

一
八
九
四



本
文
ー
十
門

『
義
記
』
の
科
文

・
幸
予
文
•
•
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…
…
…
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…
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…

•
2

目

一
教
起
所
因
（
教
起
の
所
因
）
ー
』
ー
一
因

l六
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『

大

乗

起

信

論

義

記

』

国
訳
及
び
注



蓼
廓
が
ら
ん
と
し
て
広
々
と
し
た
さ
ま
。

笙
蹄
茎
は
魚
を
捕
ら
え
る
道
具
、
蹄
は
兎
を
捕

ら
え
る
罠
゜

沖
漠
希
夷
空
漢
で
と
ら
え
が
た
く
（
沖
漠
）
、
見

た
り
聞
い
た
り
で
き
な
い
こ
と
（
希
夷
）
。
「
沖
漠
、

沖
虚
括
漠
也
」
（
張
協
「
七
命
」
の
句
「
沖
漠
公
子
」
の

李
善
注
、
「
文
選
」
巻
三
五
）
。
「
視
之
不
見
、
名
日

夷
、
聴
之
不
聞
、
名
日
希
」
（
『
老
子
」
第
一
四
章
）
。

四
相
生
住
異
滅
の
有
為
法
の
四
相
。
生
滅
は
存

在
の
様
相
。

三
際
過
去
世
（
前
際
）
、
現
在
世
（
中
際
）
、
未
来

世
（
後
際
）
の
三
世
。
去
来
は
時
の
様
相
。

心
源
衆
生
心
の
本
源
。
「
以
覺
心
源
、
故
名
究
党

幾
、
不
覺
心
源
、
故
非
究
覚
覺
」
（
「
起
信
論
」
大
正

三
二
、
五
七
六
中
）
。

静
謡
虚
凝
寂
静
で
空
性
が
不
変
で
あ
る
こ
と
。

津
津
潤
。
湿
っ
て
い
る
状
態
の
こ
と
で
、
水
の

本
性
を
い
う
。

真
俗
真
諦
と
俗
諦
゜

夷
斉
夷
は
平
ら
か
、
斉
は
等
し
い
。

上
11-

【続】

（
唐
）
＋
京
【
続
】

蹄
11
欝
【
宗
、
筆
】

亡
11
忘
【
宗
、
筆
】

〔
非
〕
【
筆
】

〔
無
〕
【
筆
】

升
11昇
【
聴
】

雖
11
往
【
大
】

水
11
温
【
宗
、
筆
】

津
11
温
【
宗
、
筆
】

則
11
以
【
宗
、
筆
】

同
11-

【筆】

在
11
狂
（
オ
と
土
か
ら
な
る
在
の
誤
記
）
【
底
、
版
、

龍
、
億
】

＊
 

但
以
如
来
在
世
。
根
熟
易
調
。

と
と
の

一
稟
但
だ
如
来
の
在
世
、
根
熟
し
調
い
易
き
を
以
て
、

静
交
徹
0

g

県
俗
雙
融
。
生
死
涅
槃
。
夷

＊
 

齊
同
貫
。

滅
。
雖
復
繁
興
鼓
躍
。
未
始
動
於
心

＊
 

夫
慎
心
蓼
廓
。
絶
言
象
於
茎
蹄
。
沖

＊

＊

 

漠
希
夷
。
亡
境
智
於
能
所
。
非
生
非

＊
 

滅
。
四
相
之
所
不
遷
。
無
去
無
来
。
三

際
莫
之
能
易
。
但
以
無
住
為
性
。
随
派

＊
 

分
岐
。
逐
迷
悟
而
升
沈
。
任
因
縁
而
起

源
。
静
謡
虚
凝
。
未
嘗
乖
於
業
果
。
故

使
不
髪
性
而
縁
起
。
染
浮
恒
殊
。
不
捨

縁
而
即
慎
。
凡
聖
致
一
。
其
猶
波
無
異

＊
 水
之
動
故
。
即
水
以
緋
於
波
。
水
無
異

＊

＊

 

動
之
津
故
。
即
波
以
明
於
水
。
是
則
動

*

＊

*

 

京
兆
府
魏
國
西
寺
沙
門
繹
法
蔵
撰

＊
 

大
乗
起
信
論
義
記
巻
上

京
兆
府
・
魏
国
西
寺
の
沙
門
、
釈
法
蔵
撰
す
。

大
乗
起
信
論
義
記

序
文

(
-
）
＊
 

夫
れ
真
心
は
蓼
廓
と
し
て
言
象
を
茎
蹄
に
絶
し
、
沖
漠
希
夷
に

し
て
境
智
を
能
所
に
亡
ず
。
生
に
非
ず
滅
に
非
ず
、
四
相
の
遷
ら

＊
 

ざ
る
所
に
し
て
、
去
る
無
く
来
る
無
く
、
三
際
も
之
を
能
＜
易
う

る
莫
し
。
但
だ
無
住
を
性
と
為
し
、
派
に
随
い
て
岐
を
分
か
つ
を

以
て
、
迷
悟
を
逐
い
て
升
沈
し
、
因
縁
に
任
り
て
起
滅
す
。
復
た
）2
 

繁
興
鼓
躍
す
と
雖
も
、
未
だ
始
め
よ
り
心
源
を
動
ぜ
ず
。
静
謡
虚
（

凝
な
る
も
、
未
だ
嘗
て
業
果
に
乖
か
ず
。
故
に
性
を
変
え
ず
し
て

縁
起
す
れ
ば
、
染
浮
恒
に
殊
な
る
も
、
縁
を
捨
て
ず
し
て
即
ち
真

む
ね

な
れ
ば
、
凡
聖
の
致
一
な
ら
し
む
。
其
れ
猶
お
波
は
水
に
異
な
る

の
動
無
き
が
故
に
水
に
即
き
て
以
て
波
を
弁
じ
、
水
は
動
に
異

＊
 

な
る
の
津
無
き
が
故
に
波
に
即
き
て
以
て
水
を
明
ら
か
に
す
る

（三）

が
ご
と
し
。
是
れ
則
ち
動
静
交
徹
し
、
真
俗
双
融
し
、
生
死
涅
槃

＊
 

も
夷
斉
同
貫
す
。

巻
の
上

五
六

一
た
び
尊
言



（
一
）
『
起
信
論
』
で
は
、
「
真
心
」
は
あ
ら
ゆ
る
妄
念
か
ら
離
れ
た
無
分
別
な
衆
生
心
の
法

体
(11
真
如
）
で
あ
る
。
「
所
言
不
空
者
、
已
顕
法
罷
空
無
妄
故
、
即
是
慎
心
」
（
『
起
信

論
』
大
正
三
二
、
五
七
六
中
）
。
し
た
が
っ
て
「
真
心
」
は
、
妄
念
が
な
い
と
い
う
点
で

空
で
あ
り
、
無
漏
の
性
功
徳
を
備
え
て
い
る
と
い
う
点
で
不
空
で
あ
る
。
「
唯
一
奨

心
、
無
所
不
遍
、
此
謂
如
来
廣
大
性
智
究
党
之
義
」
（
同
、
五
八
0
上
）
、
「
又
是
菩
薩

登
心
相
者
。
有
三
種
心
微
細
之
相
。
云
何
為
三
。
一
者
慎
心
。
無
分
別
故
」
（
同
、
五

八
一
中
）
。
ち
な
み
に
「
真
」
の
概
念
は
中
国
の
道
家
系
文
献
で
多
用
さ
れ
る
が
、
「
真

心
」
の
用
例
は
『
老
子
』
及
び
王
弼
注
、
『
荘
子
』
及
び
郭
象
注
、
『
列
子
』
及
び
張
湛
注
に

な
く
、
ま
た
『
呂
氏
春
秋
』
『
淮
南
子
』
に
も
見
当
た
ら
な
い
。
仏
教
文
献
で
は
、
鷹
山

の
慧
遠
は
『
大
乗
大
義
章
』
巻
中
に
、
「
慎
心
徹
於
神
骨
」
（
大
正
四
五
、
二
ニ
三
上
、

『
慧
遠
研
究
』
「
遺
文
篇
」
、
三
一
頁
）
と
述
べ
、
『
肇
論
』
で
僧
蓋
は
真
心
を
三
回
、
「
乗

莫
二
之
慎
心
」
（
大
正
四
五
、
一
五
一
下
、
『
肇
論
研
究
』
―
―
頁
）
、
「
是
以
聖
人
乗
慎

心
而
理
順
」
（
同
、
一
五
二
上
、
『
蓋
論
研
究
』
一
四
頁
）
、
「
夫
聖
人
慎
心
独
朗
」
（
同
、

一
五
三
中
、
『
藍
論
研
究
』
二
六
頁
）
用
い
て
い
る
。
こ
れ
ら
に
よ
れ
ば
、
「
真
心
」
は
聖

人
、
如
来
の
無
二
の
心
で
あ
り
、
如
来
は
そ
の
「
真
心
」
に
乗
じ
て
理
に
従
っ
て
法
を

説
く
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
鷹
山
の
慧
遠
も
僧
肇
も
自
性
清
浄
心
や
法
界
を
説
く
唯

識
・
如
来
蔵
思
想
に
親
し
む
機
会
が
な
か
っ
た
か
ら
で
あ
ろ
う
が
、
「
真
心
」
は
彼
等

の
思
想
体
系
の
中
心
概
念
に
な
っ
て
は
い
な
い
。
浄
影
寺
慧
遠
は
、
『
大
乗
義
章
』
の

「
仏
性
義
」
や
「
八
識
義
」
に
お
い
て
「
真
心
」
を
妄
心
と
相
対
的
な
概
念
と
し
て
用
い
て

い
る
（
次
注
参
照
）
。
『
起
信
論
』
で
は
「
解
釈
分
」
の
始
め
に
、
心
真
如
が
一
法
界
で
あ

る
と
い
う
根
本
的
な
立
場
を
説
い
て
い
る
が
、
法
蔵
は
こ
の
一
法
界
に
「
即
無
二
i

県
心

為
一
法
界
」
（
大
正
四
四
、
二
五
二
上
）
と
注
釈
し
、
法
界
を
「
真
心
」
と
す
る
。
彼
が
こ

こ
、
『
義
記
』
の
冒
頭
で
真
心
を
論
じ
て
い
る
こ
と
も
、
中
心
概
念
が
衆
生
心
で
も
法

界
で
も
な
く
真
心
で
あ
る
こ
と
を
示
す
で
あ
ろ
う
。
法
蔵
の
著
作
の
な
か
で
こ
の
冒

頭
の
一
節
ほ
ど
詳
し
く
真
心
を
論
じ
た
も
の
は
他
に
な
く
、
『
探
玄
記
』
や
『
五
教
章
』

な
ど
に
関
説
さ
れ
る
真
心
も
、
こ
の
節
の
真
心
観
に
基
づ
く
も
の
と
言
え
る
。
た
だ

こ
の
一
節
は
理
解
し
に
く
い
部
分
を
含
む
の
で
、
以
下
こ
の
一
節
に
限
り
、
試
み
に

訳
を
与
え
て
み
た
。

「
そ
も
そ
も
真
心
は
空
寂
で
限
り
な
く
広
が
っ
て
（
蓼
廓
）
い
る
の
で
、
（
中
観
派
が

主
張
す
る
よ
う
に
）
単
な
る
手
段
（
答
蹄
）
に
す
ぎ
な
い
言
葉
や
か
た
ち
（
言
象
）
か
ら
隔

絶
し
て
い
る
。
ま
た
茫
漠
と
し
て
見
る
こ
と
も
聞
く
こ
と
も
で
き
な
い
（
沖
漠
希
夷
）

の
で
、
（
唯
識
派
が
否
定
す
る
よ
う
に
）
執
着
さ
れ
た
主
客
（
能
取
所
取
）
に
す
ぎ
な
い

智
の
対
象
（
境
）
や
智
自
体
は
あ
り
は
し
な
い
。
不
生
不
滅
で
あ
る
か
ら
有
為
の
存
在

（
法
）
の
そ
な
え
る
生
住
異
滅
と
い
う
四
相
の
遷
移
は
な
く
、
不
去
不
来
で
あ
る
か
ら

過
去
現
在
未
来
（
三
際
）
と
い
う
時
の
推
移
に
よ
っ
て
変
わ
る
こ
と
が
な
い
。
真
心
は

た
だ
、
執
着
の
な
い
こ
と
（
無
住
）
を
本
性
と
し
て
い
る
の
で
、
様
々
な
様
相
に
分
か

『
大
乗
起
信
論
義
記
』
研
究

五
七

れ
、
迷
い
か
ら
悟
り
へ
と
（
逐
迷
悟
）
浮
き
沈
み
し
、
縁
起
の
ま
ま
に
現
れ
た
り
隠
れ

た
り
す
る
。
さ
ら
に
、
真
心
は
盛
ん
に
活
躍
す
る
け
れ
ど
も
、
い
ま
だ
始
め
か
ら
心

の
本
源
を
揺
る
が
せ
た
こ
と
は
な
い
し
、
寂
静
で
虚
凝
で
あ
る
け
れ
ど
も
、
い
ま
だ

か
つ
て
業
の
因
果
の
道
理
に
反
し
た
こ
と
は
な
い
。
そ
れ
故
に
本
性
を
変
え
る
こ
と

な
く
縁
起
す
る
か
ら
、
染
と
浄
の
区
別
は
常
に
成
り
立
っ
て
い
る
も
の
の
、
縁
起
し

た
ま
ま
で
直
ち
に
真
（
如
）
で
あ
る
か
ら
、
凡
夫
も
聖
人
も
実
相
と
し
て
同
一
な
の
で

あ
る
。
そ
れ
は
あ
た
か
も
波
と
い
っ
て
も
水
の
（
波
）
動
に
他
な
ら
な
い
か
ら
、
水
の

動
き
に
即
し
て
波
を
論
じ
る
よ
う
な
も
の
で
あ
り
、
他
方
、
水
と
い
っ
て
も
波
動
す

る
水
と
は
別
に
、
水
の
本
性
が
あ
る
の
で
は
な
い
か
ら
、
波
（
動
く
水
）
に
即
し
て
水

を
明
ら
か
に
す
る
よ
う
な
も
の
で
あ
る
。
こ
う
い
う
わ
け
で
、
動
と
静
が
互
い
に
通

じ
合
い
、
真
諦
と
俗
諦
が
と
も
に
と
け
あ
い
、
生
死
と
涅
槃
が
―
つ
に
貫
か
れ
て
い

る
の
で
あ
る
」

（
二
）
「
凝
」
は
真
如
が
随
縁
し
つ
つ
、
し
か
も
そ
の
性
を
保
つ
こ
と
。
ち
な
み
に
『
五
教

章
』
（
大
正
四
五
、
四
八
五
上
）
で
は
、

問
慎
如
既
言
常
法
。
云
何
得
説
随
薫
起
滅
。
既
許
起
滅
。
如
何
復
説
為
凝
然

常
。
答
既
言
真
如
常
故
。
非
如
言
所
謂
常
也
。
何
者
聖
説
真
如
為
凝
然
者
。
此

是
随
縁
作
諸
法
時
。
不
失
自
罷
。
故
説
為
常
。
是
即
不
異
無
常
之
常
名
不
思
議

常
。
非
謂
不
作
諸
法
如
情
所
謂
之
凝
然
也
。

と
い
う
。
ま
た
、
大
正
四
五
、
五
0
0
上
に
も
同
様
の
議
論
が
あ
る
。

(
-
―
-
）
「
水
波
の
喩
え
」
は
『
起
信
論
』
に
説
か
れ
、
中
国
や
日
本
な
ど
で
は
し
ば
し
ば
真
如

や
仏
性
の
比
喩
と
し
て
用
い
ら
れ
て
い
る
。
『
起
信
論
』
で
は
二
箇
所
で
述
べ
ら
れ
て

い
る
（
大
正
三
二
、
五
七
六
下
、
五
七
八
上
）
。
風
（
無
明
）
に
よ
っ
て
水
（
真
如
）
に
波

（
生
滅
）
が
生
ず
る
が
、
そ
の
波
動
は
水
に
と
っ
て
本
具
の
性
で
な
く
客
塵
に
過
ぎ
な

い
。
風
が
や
め
ば
、
波
も
し
ず
ま
る
。
し
た
が
っ
て
水
、
即
ち
真
如
は
、
波
の
ご
と

き
生
滅
の
な
か
に
あ
っ
て
も
本
性
清
浄
で
あ
り
、
風
、
即
ち
無
明
が
や
め
ば
、
波

動
、
即
ち
生
滅
と
い
う
垢
は
な
い
。
こ
れ
が
離
垢
清
浄
で
あ
る
。
『
大
乗
義
章
』
で
、

浄
影
寺
惹
遠
は
こ
の
喩
え
を
真
心
と
妄
心
の
場
合
に
分
け
て
用
い
て
い
る
。
例
え
ば

「
凡
夫
五
陰0
~
県
妄
所
集
。
唯
慎
不
生
。
雖
妄
不
成
。
i

県
妄
和
合
。
方
有
陰
生
。
措
陰

従
妄
。
唯
妄
心
作
。
（
中
略
）
如
波
風
作
。
措
陰
従
慎
。
皆
箕
心
作
。
（
中
略
）
如
波
水

作
」
（
大
正
四
四
、
四
七
三
中
）
と
言
っ
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
法
蔵
は
こ
こ
で
は
「
波

ば
水
の
作
」
と
い
う
真
心
の
比
喩
の
面
だ
け
を
採
用
し
て
、
波
（
生
滅
）
は
水
（
真
心
）
の

動
（
縁
起
）
に
他
な
ら
な
い
こ
と
を
示
し
、
さ
ら
に
縁
起
す
る
真
心
以
外
に
、
別
に
真

心
が
あ
る
の
で
は
な
い
こ
と
を
強
調
し
て
、
水
（
真
心
）
は
動
（
縁
起
）
の
津
（
真
心
の
本

性
）
以
外
に
な
い
こ
と
を
例
示
し
て
い
る
。

(3) 



大
師
こ
こ
で
は
釈
尊
を
指
す
。

異
執
誤
っ
た
見
解
へ
の
執
着
。

邪
途
仏
教
以
外
の
諸
宗
教
を
指
す
。

小
径
小
乗
の
こ
と
。

貝
葉
椋
棚
の
葉
に
文
字
を
刻
ん
だ
も
の
。
こ
こ

で
は
仏
典
の
意
味
。
貝
は
貝
多
羅
(patra)
の
略
で

葉
を
意
味
す
る
。

群
有
諸
々
の
生
存
、
境
遇
、
七
有
、
二
十
五
有

な
ど
を
広
く
指
す
。

昏
衝
暗
い
路
。

当
時
馬
鳴
の
時
代
を
指
す
。
時
期
に
つ
い
て
の

法
蔵
の
見
解
は
、
以
下
の
「
八
造
論
の
時
節
」
を
参

照
。
ち
な
み
に
「
法
師
伝
」
に
よ
れ
ば
仏
滅
後
五
〇

0
年
頃
か
。

群
品
衆
生
と
同
義
。

末
葉
の
迷
倫
末
世
の
迷
え
る
人
々
。

中
下
の
流
「
広
論
」
を
理
解
で
き
な
い
、
宗
教
的

資
質
が
中
位
と
低
位
の
者
の
こ
と
。

境
所
信
の
境
で
、
「
大
乗
」
を
指
す
。

往
復
折
徴
問
答
体
で
正
し
い
理
法
を
解
明
す
る

こ
と
。
ち
な
み
に
「
蓋
論
序
」
で
慧
達
は
、
「
問
答
析

微
、
所
以
稲
論
」
（
大
正
四
五
、
一
五
0
上
、
「
肇
論

研
究
」
四
頁
）
と
い
う
。

匝
1
1
匿
【
続
、
宗
、
筆
、
聴
、
大
、
日
】

傭
1
1
庸
【
聴
】

返
1
1
愛
【
宗
】

1
1
反
【
筆
】

返
1
1
愛
【
宗
】

翅
1
1
這
【
版
、
聴
】

闊
ー
闊
【
宗
、
聴
】

〔
則
〕
【
聴
】

躾
1
1
辮
【
聴
】

定
。
往
復
折
徴
。
故
稲
為
論
。
故
云
大

＊
 

乗
起
信
論
。
餘
義
下
嘗
別
辮
゜

悟
入
者
突
。

紛
綸
。
或
趣
邪
途
。
或
奔
小
径
。
遂
使

＊
 

宅
中
賓
蔵
匝
済
乏
於
孤
窮
。
衣
内
明
珠

＊
 

弗
解
貧
於
傭
作
。
加
以
大
乗
深
旨
。
沈

妥
有
大
士
。
厭
眺
馬
鳴
。
慨
此
類

網
。
悼
斯
淮
溺
。
将
欲
啓
深
経
之
妙

迷
倫
。
又
造
斯
論
。
可
謂
義
豊
文

約
。
解
行
倶
兼
。
中
下
之
流
。
因
荘

然
則
大
以
包
含
為
義
。
乗
以
運
載
為

＊
 

功
。
起
乃
封
境
興
心
。
信
則
於
縁
決

造
廣
論
於
嘗
時
。
返
益
群
品
。
既
文

＊

＊

 

多
義
逮
。
非
浅
識
所
閾
。
悲
末
葉
之

旨
。
再
曜
昏
術
斥
邪
見
之
顛
眸
令
婦

＊
 

正
趣
。
使
還
源
者
可
即
返
本
非
遥
゜

貝
葉
而
不
尋
。
群
有
盲
徒
。
馳
異
路
而

＊
 

莫
返
゜

尊
言
。
無
不
懸
契
。
大
師
没
後
。
異
執

し
て
貧
し
き
を
傭
作
に
解
か
ざ
ら
し
む
。
加
え
て
以
て
大
乗
の
深

＊

＊

 

旨
は
、
貝
葉
に
沈
み
て
而
も
尋
ね
ず
。
群
有
の
盲
徒
は
、
異
路
に

馳
せ
て
而
も
返
る
莫
し
。
そ

め

み

ょ

う

妥
に
大
士
有
り
、
蕨
れ
馬
鳴
と
号
す
。

の
滴
溺
を
悼
む
。

な
げ

此
の
類
綱
を
慨
き
、
斯

＊

か

が

や

将
に
深
経
の
妙
旨
を
啓
き
、
再
び
昏
術
を
曜
か

正
趣
に
帰
せ
し
め
ん
と
欲
し
、

し

、

邪

見

の

顛

眸

を

斥

け

て

、

還

（

五

）

）

源
者
を
し
て
即
ち
本
に
返
る
べ
き
こ
と
遥
か
な
る
に
非
ざ
ら
し

4

む
。
広
論
を
当
時
に
造
り
て
、
返
か
に
群
品
を
益
す
。
既
に
文
多

は

る

う

か

が

く
義
逮
か
な
れ
ば
、
浅
識
の
閾
う
所
に
非
ず
。
末
葉
の
迷
倫
を
悲

し
み
て
、
又
た
斯
の
論
を
造
る
。
謂
い
つ
べ
し
、
義
豊
か
に
し
て

＊

こ

れ

文
約
な
り
、
解
行
倶
に
兼
ね
、
中
下
の
流
も
、
荘
に
因
り
て
悟
入

す
る
者
あ
ら
ん
と
。

然
ら
ば
則
ち
大
は
包
含
を
以
て
義
と
為
し
、
乗
は
運
載
を
以
て
功

と
為
し
、
起
は
乃
ち
境
に
対
し
て
心
を
興
し
、
信
は
則
ち
縁
に
於
て

決
定
し
、
往
復
折
徴
す
る
が
故
に
称
し
て
論
と
為
す
。
故
に
大
乗
起

（七）

信
論
と
云
う
。
余
の
義
は
下
に
当
に
別
に
弁
ず
べ
し
。

は

る

(

-

)

＊

を
稟
く
れ
ば
懸
か
に
契
わ
ざ
る
無
し
。
大
師
の
没
後
、
異
執
紛
綸

＊
 

し
、
或
い
は
邪
途
に
趣
き
、
或
い
は
小
径
に
奔
り
、
遂
に
宅
中
の

（

二

）

（

三

）

宝
蔵
を
し
て
乏
し
き
を
孤
窮
に
済
う
べ
か
ら
ず
、
衣
内
の
明
珠
を

五
八



（
一
）
「
懸
契
」
に
つ
い
て
『
筆
削
記
』
は
二
通
り
の
解
釈
を
提
示
し
て
い
る
。
「
一
稟
下
明
根

行
勝
相
不
須
再
聞
。
故
言
一
承
順
聖
旨
。
故
云
稟
尊
言
者
。
八
音
四
排
金
口
親
宣
゜

聞
而
獲
益
逮
無
生
忍
。
故
云
懸
契
。
又
懸
者
。
遠
也
。
不
必
親
従
金
口
。
但
展
転
偲

聞
。
如
身
子
聞
馬
勝
因
縁
。
目
健
連
承
舎
利
偲
教
。
此
之
根
性
尚
不
籍
結
集
之
経
」

（
大
正
四
四
‘
-
―

10
一
上
）
と
註
し
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
第
一
の
解
釈
は
、
釈
尊
在

世
当
時
の
人
々
は
機
根
が
勝
れ
て
い
る
の
で
、
一
度
仏
か
ら
教
え
を
拝
聴
す
る
だ
け

で
、
悟
り
に
到
る
と
い
う
も
の
で
あ
る
。
第
二
は
、
直
接
教
え
を
聞
く
ま
で
も
な

く
、
間
接
的
に
教
え
を
聞
く
こ
と
で
仏
に
帰
依
す
る
よ
う
に
な
る
と
い
う
解
釈
。
例

え
ば
舎
利
弗
は
馬
勝
か
ら
因
縁
偶
を
聞
く
だ
け
で
仏
法
へ
の
眼
が
開
か
れ
、
さ
ら
に

目
健
連
は
舎
利
弗
か
ら
聞
き
、
同
様
に
眼
が
開
か
れ
た
と
い
う
。

（
二
）
『
如
来
蔵
経
』
一
巻
（
大
正
一
六
、
四
五
八
中
、

T
G
.
,
P., S
h
u
 2
4
2
a
 ,
 b)

に
説
か
れ
る

如
来
蔵
の
九
喩
の
な
か
の
第
五
喩
。
な
お
同
様
の
喩
例
は
、
『
涅
槃
経
』
に
も
見
ら
れ

る
（
大
正
十
二
、
五
二
三
頁
下
）
。
貧
し
い
人
の
家
の
地
下
に
大
き
な
宝
蔵
が
あ
る
の

に
、
そ
の
人
は
そ
の
宝
蔵
に
つ
い
て
何
も
知
ら
ず
に
そ
の
宝
蔵
の
上
で
貧
乏
暮
し
を

し
て
い
る
。
こ
の
比
喩
は
、
衆
生
の
身
（
チ
ベ
ッ
ト
訳
で
は

m
a
n
a
s
k
i
i
r
a
•

作
意
）
の
中

に
徳
（
法
）
の
宝
蔵
が
あ
る
の
に
、
そ
れ
が
あ
る
こ
と
を
聞
い
て
お
ら
ず
知
ら
な
い
の

で
、
五
欲
に
耽
っ
て
生
死
の
苦
し
み
の
な
か
で
生
を
送
っ
て
い
る
。
如
来
が
出
現
す

る
の
は
、
こ
の
宝
蔵
が
あ
る
こ
と
を
教
示
す
る
た
め
で
あ
る
。
『
宝
性
論
』
(
R
G
V
.
,

p
p
.
5
9
 ,
 
7
3
,
 c
h
a
p
.
9
)
で
b
こ
の
九
喩
を
採
用
し
、
解
釈
を
加
え
て
い
る
。

（
三
）
『
法
華
経
』
の
七
喩
の
―
つ
で
、
「
衣
裏
の
宝
珠
の
喩
」
、
「
繋
珠
の
喩
」
な
ど
と
呼

ぶ
。
「
五
百
弟
子
受
記
品
」
第
八
（
大
正
九
、
二
九
上
）
。
あ
る
男
が
い
て
、
親
友
が
ひ

そ
か
に
無
価
の
宝
珠
を
衣
服
の
裏
に
縫
い
つ
け
て
い
る
こ
と
を
知
ら
ず
に
他
国
へ
行

き
、
人
に
雇
わ
れ
て
働
き
貧
し
い
生
活
を
送
っ
て
い
た
が
、
そ
の
暮
し
に
満
足
し
て

い
た
。
そ
ん
な
彼
に
親
友
は
衣
服
の
裏
の
宝
珠
を
売
っ
て
豊
か
な
暮
し
を
せ
よ
と
告

げ
る
。
こ
こ
で
は
、
声
聞
た
ち
に
も
本
来
宝
珠
（
仏
性
）
が
備
わ
っ
て
い
る
の
に
、
彼

等
は
そ
の
こ
と
を
知
ら
ず
に
、
仏
で
な
い
阿
羅
漢
に
な
る
こ
と
で
満
足
し
て
い
る
。

『
法
華
経
』
と
は
そ
の
よ
う
な
声
聞
た
ち
に
仏
に
な
れ
る
者
で
あ
る
こ
と
を
し
ら
せ
る

仏
の
教
え
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
を
比
喩
で
示
し
た
も
の
が
「
衣
裏
の
宝
珠
の
喩
」
で
あ

る。

『
大
乗
起
信
論
義
記
』
研
究

五
九

（
四
）
大
士
は
菩
薩
の
意
味
。
法
蔵
は
こ
の
論
の
中
で
し
ば
し
ば
『
起
信
論
』
の
著
者
の
意

味
で
馬
嗚
を
菩
薩
と
呼
ん
で
い
る
。
た
だ
し
大
士
と
い
う
訳
語
は
、

m
a
h
i
i
s
a
t
t
v
a
(摩

討
薩
埋
）
の
異
訳
。
こ
こ
で
大
士
を
用
い
た
の
は
、
「
一
大
士
有
り
、
名
づ
け
て
馬
嗚
と

日
う
」
（
『
因
縁
伝
』
大
正
五
0
、
三
一
四
下
）
に
依
る
の
で
あ
ろ
う
。

（
五
）
天
台
智
頗
は
「
返
本
還
源
」
と
い
う
一
句
を
止
観
の
な
か
の
証
還
を
示
す
術
語
と
し
て

用
い
て
い
る
。
「
心
恵
開
発
し
て
効
力
を
加
え
ず
、
任
運
に
自
ら
能
く
破
析
し
て
反
本

還
源
す
る
、
是
れ
を
証
還
と
名
づ
く
」
（
『
六
妙
法
門
』
大
正
四
六
、
五
五
0
中
）
。
法
蔵

は
こ
の
『
義
記
』
で
、
「
還
源
」
と
い
う
語
を
二
回
用
い
て
い
る
。
「
相
続
心
の
体
を
滅
せ

ざ
る
が
故
に
随
染
本
覚
の
心
を
し
て
遂
に
即
ち
源
に
還
り
、
淳
浄
の
円
智
を
成
ぜ
し

む
」
（
大
正
四
四
、
二
六
0
上
）
。
「
本
覚
の
智
体
の
不
滅
と
還
源
と
は
無
二
無
別
な
り
」

（
同
、
二
七
0
上
）
。
こ
の
よ
う
に
彼
は
「
源
に
還
る
」
こ
と
を
『
起
信
論
』
の
説
く
心
源
や

本
覚
に
還
る
こ
と
と
考
え
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。
還
源
者
と
は
要
す
る
に
、
随
染
本
覚

が
本
覚
に
還
る
こ
と
、
覚
り
の
智
を
実
現
す
る
者
の
こ
と
で
あ
り
、
そ
の
こ
と
が
本
に

返
る
こ
と
で
あ
ろ
う
。
ち
な
み
に
「
返
本
還
源
」
は
十
牛
図
の
第
九
図
の
題
名
と
し
て
広

く
知
ら
れ
て
い
る
。

（
六
）
『
筆
削
記
』
で
は
「
広
論
」
を
『
甘
庶
論
』
と
す
る
。
「
初
廣
論
。
謂
甘
庶
論
。
繹
中
本
榜

伽
経
義
味
豊
美
。
故
立
斯
稲
」
（
大
正
四
四
‘
―
―
1
0
二
中
）
。
こ
の
『
甘
庶
論
』
が
ど
の
よ

う
な
も
の
で
あ
っ
た
か
は
明
ら
か
で
な
い
。
『
筆
削
記
』
で
は
「
又
造
一
心
遍
満
論
。
融

俗
蹄
慎
論
。
奨
如
三
昧
論
等
一
百
餘
部
」
（
同
上
）
と
い
う
が
、
こ
れ
は
『
釈
論
』
巻
第
一

（
大
正
三
二
、
五
九
―
一
下
）
に
よ
る
も
の
と
思
わ
れ
る
。
『
法
師
伝
』
で
は
迦
旅
延
子

(Kiityiiyaniputra)
の
請
い
に
応
じ
て
馬
嗚
が
百
万
偽
か
ら
な
る
『
毘
婆
沙
』
を
造
っ
た

と
い
う
（
大
正
五
0
、
一
八
九
上
）
が
、
『
大
毘
婆
沙
論
』
が
大
乗
思
想
を
説
く
「
広
論
」
と

は
思
え
な
い
。
明
代
の
『
続
疏
』
巻
頭
の
「
大
乗
起
信
論
主
馬
嗚
菩
薩
略
伝
」
や
、
清
代
の

『
会
閲
』
巻
首
の
「
論
主
馬
嗚
菩
薩
略
録
」
に
お
い
て
も
「
広
論
」
に
つ
い
て
の
言
及
が
見
ら

れ
る
が
、
こ
れ
ら
は
後
代
の
絹
募
に
過
ぎ
な
い
。

（
七
）
こ
こ
で
論
じ
て
い
る
包
含
、
運
載
な
ど
を
含
め
て
、
「
大
乗
起
信
論
」
と
い
う
題
名
に

つ
い
て
は
、
後
の
「
七
釈
論
題
名
」
に
詳
し
い
。
詳
細
は
そ
こ
に
ゆ
ず
る
。

(5) 



教
起
の
所
因
十
門
の
第
一
。
「
起
信
論
』
の
教
え

を
著
述
す
る
広
義
の
意
味
で
の
原
因
と
し
て
十
因

を
説
く
。

心
源
に
洞
契
す
る
の
智
心
源
は
心
の
本
源
。
洞

契
は
奥
深
く
心
源
に
契
う
こ
と
。
心
源
に
つ
い
て

は
二
頁
の
頭
注
参
照
。

無
漏
智
煩
悩
の
な
い
智
゜

字
義
成
就
言
葉
も
意
味
も
完
全
で
あ
る
こ
と
。

果
と
し
て
の
弁
オ
を
讃
え
る
。

滑
利
勝
上
字
義
の
形
容
詞
。
言
葉
は
な
め
ら
か

で
鋭
く
、
意
味
は
最
高
の
真
実
を
示
す
と
い
う
こ

と。根
本
智
根
本
無
分
別
智
(miiliivikalpajiiana)
の

こ
と
。

後
得
智
後
得
清
浄
世
間
智
(
t
a
t
p
n
t
h
a
l
a
b
d
h
a
,
 

l
a
u
k
i
k
a
j
i
i
i
n
a
)

の
こ
と
。
サ
ン
ス
ク
リ
ッ
ト
を
直

訳
す
れ
ば
、
「
そ
れ
の
後
で
得
ら
れ
た
世
間
的

智」。
繹
1
1
解
【
宗
、
筆
】

所
因
1
1
因
縁
【
筆
】

諸
1
1
明
【
筆
】

教
＋
（
義
）
【
筆
】

節
1
1
代
【
筆
】

代
1
1
月
【
筆
】

初
1
1
-
【
宗
、
筆
】

（
躾
）
＋
教
【
宗
、
日
】

因
＋
（
縁
）
【
宗
、
大
、
日
】

〔
者
〕
【
宗
】

辮
1
1
辮
【
宗
、
筆
、
聴
】

辮
1
1
辮
【
聴
】

辮
1
1
辮
【
聴
、
大
、
日
】

〔
者
〕
【
聴
】

＊
 

牌
繹
此
論
。
略
開
十
門
。
一
辮
教
起

＊

＊

＊

 

所
因
。
二
諸
蔵
所
撮
。
三
顕
教
分
齊
゜

四
教
所
被
機
。
五
能
詮
教
罷
。
六
所
詮

＊
 

宗
趣
。
七
繹
論
題
目
。
八
造
論
時
節
。

＊
 

九
翻
謁
年
代
。
十
随
文
解
繹
゜

*

＊

*

 

初
教
起
因
者
。
略
有
十
因
。

智
。
二
示
何
法
。
三
云
何
示
。
四
以
何

義
。
八
以
何
縁
。
九
由
何
起
。
十
幾
何

益゚
＊

＊

 

初
依
何
智
者
。
謂
依
論
主
洞
契
心
源

＊
 

之
智
。
随
機
巧
妙
之
辮
。
十
地
論
云
゜

＊
 

歎
辮
才
有
三
種
。

こ
県
賓
智
。
謂
無
漏

＊
 

智
故
。
二
罷
性
。
成
就
無
量
義
辮
才

＊
 

故
。
三
者
果
。
字
義
成
就
。
復
是
滑
利

勝
上
字
義
成
就
故
。
解
云
。
此
初
是
根

本
智
為
依
。
二
是
後
得
智
為
因
。
三
是

顕
。
五
依
何
本
。
六
藉
何
力
。
七
為
何

教
起
の
所
因

教
起
の
所
因
を
弁
じ
、
二
に
は
諸
蔵
の
所
摂
、
三
に
は
教
の
分
斉
を

顕
ら
か
に
し
、
四
に
は
教
の
所
被
の
機
、
五
に
は
能
詮
の
教
体
、
六

に
は
所
詮
の
宗
趣
、
七
に
は
論
の
題
目
を
釈
し
、
八
に
は
造
論
の
時

節
、
九
に
は
翻
訳
の
年
代
、
十
に
は
文
に
随
い
て
解
釈
す
。

＊
 

初
め
に
教
起
の
因
と
は
、
略
ぽ
十
因
有
り
。
一
に
は
何
の
智
に
か
依

る
。
二
に
は
何
の
法
を
か
示
す
。
三
に
は
云
何
が
示
す
。
四
に
は
何
を

九
に
は
何
に
由
り
て
か
起
こ
る
。
十
に
は
幾
何
の
益
か
あ
る
。

＊
 

初
め
に
何
の
智
に
か
依
る
と
は
、
論
主
の
、
心
源
に
洞
契
す
る

（

一

）

の
智
、
随
機
巧
妙
の
弁
に
依
る
を
謂
う
。
十
地
論
に
云
く
、
「
弁

＊
 

一
に
は
真
実
智
、
無
漏
智
を
謂
う
が

故
に
。
二
に
は
体
性
、
無
量
の
義
の
弁
オ
を
成
就
す
る
が
故
に
。

三
に
は
果
に
し
て
字
義
成
就
な
り
。
復
た
是
れ
滑
利
勝
上
の
字
義

成
就
す
る
が
故
に
」
と
。
解
し
て
云
く
、
此
れ
初
め
は
是
れ
根
本

智
を
依
と
為
し
、
二
は
是
れ
後
得
智
を
因
と
為
し
、
三
は
是
れ
言

オ
を
歎
ず
る
に
三
種
有
り
。

以
て
か
顕
ら
か
に
す
。
五
に
は
何
の
本
に
か
依
る
。
六
に
は
何
の
力
を
．

か

か
藉
る
。
七
に
は
何
の
義
を
か
為
す
。
八
に
は
何
の
縁
を
か
以
て
す
。
（

一
依
何

将
に
此
の
論
を
釈
せ
ん
と
す
る
に
、
略
ぽ
十
門
を
開
く
。

六
〇

t

]

よ

-
|
i
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『
大
乗
起
信
論
義
記
』
研
究

『
十
地
経
論
』
巻
第
一
（
大
正
二
六
、
一
三
0
上）、

歎
排
オ
有
三
種
。
一
慎
賓
智
二
骰
性
三
者
果
。
慎
貰
智
者
是
無
漏
智
。
勝
整
聞

縁
覺
智
等
。
偶
言
妙
無
垢
智
故
。
罷
性
者
成
就
無
量
義
辮
オ
。
偶
言
堪
無
量
義

辮
故
。
果
者
字
義
成
就
。
復
是
滑
利
勝
上
字
義
成
就
。
褐
言
演
説
美
妙
言
慎
賓

義
相
應
故
。

の
取
意
。
『
十
地
経
論
』
の
こ
の
文
は
、
『
十
地
経
』
の
「
因
縁
品
」
の
な
か
に
あ
る
偽

上
妙
無
垢
智
固
堪
無
量
義
緋
伽

演
説
美
妙
言
囮
慎
賓
義
相
應
は

p
r
a
v
a
r
a
v
a
r
a
v
i
m
a
l
a
b
u
d
d
h
e
 svabhidhananantagha¥itapratibha /
 

p
r
a
v
y
a
h
a
r
a
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「
国
す
ぐ
れ
た
上
に
も
す
ぐ
れ
た
無
垢
の
悟
り
を
具
え
た
方
よ
、
佃
よ
き
言
葉
の

限
り
な
く
お
こ
る
弁
オ
を
具
え
た
方
よ
、
は
勝
義
に
か
な
っ
た
囮
甘
美
で
す
ぐ

れ
た
言
葉
を
、
お
説
き
下
さ
い
」

に
対
す
る
注
釈
で
あ
る
。

こ
の
偽
は
金
剛
蔵
菩
薩
を
讃
え
、
彼
に
説
法
を
懇
請
す
る
偶
で
あ
る
。
天
親

(
V
a
s
u
b
a
n
d
h
u
•

世
親
）
は
こ
の
偶
を
、
真
実
智
、
体
性
、
果
と
い
う
弁
オ
の
三
様
相

を
説
く
と
解
釈
し
、
順
に
偶
の
固
「
無
垢
の
さ
と
り
」
を
真
実
智
、
す
な
わ
ち
無
漏
智

と
し
、
伽
「
限
り
な
く
起
る
説
法
へ
の
ひ
ら
め
き
（
pratibhii)
」
を
弁
才
そ
の
も
の
、
す

な
わ
ち
体
性
と
と
り
、
無
量
の
義
の
弁
オ
を
成
就
す
る
こ
と
と
し
、
囮
は
「
勝
義
に
か

な
っ
た
言
葉
」
を
弁
オ
の
果
と
し
て
い
る
。
法
蔵
は
真
実
智
と
弁
オ
の
体
性
を
、
こ
こ

で
根
本
無
分
別
智
と
後
得
清
浄
世
間
智
と
い
う
智
の
法
相
に
よ
っ
て
捉
え
直
し
て
い

る
。
こ
の
教
起
の
所
因
の
第
一
に
智
の
問
題
を
取
り
あ
げ
て
い
る
の
は
、
こ
の
よ
う

に
彼
が
智
を
重
視
し
、
弁
オ
を
智
に
置
き
換
え
て
い
る
か
ら
で
あ
ろ
う
。
要
す
る
に

法
蔵
は
、
「
起
信
論
」
の
字
義
が
成
就
し
て
い
る
の
は
無
分
別
智
を
拠
り
所
と
し
た
後

得
智
か
ら
生
じ
た
結
果
で
あ
る
か
ら
だ
、
と
主
張
し
て
い
る
こ
と
に
な
る
。

...... 
ノ‘

(7) 



＿
心
・
・
・
五
行
等
の
法
大
乗
に
お
け
る
起
信
の
あ

り
方
を
説
く
「
起
信
論
」
の
教
理
。
一
心
、
心
真
如

と
心
生
滅
の
二
門
、
体
相
用
の
三
大
は
「
立
義
分
」

（
大
正
三
二
、
五
七
五
下
）
、
四
信
、
五
行
は
「
修

行
信
心
分
」
（
同
、
五
八
一
下
）
に
説
か
れ
る
。

示
す
所
こ
の
論
が
開
示
す
る
と
こ
ろ
の
教
理
。

巧
便
善
巧
方
便
の
こ
と
。

妙
音
善
字
妙
音
は
法
を
説
く
の
に
か
な
っ
た
音

声
を
い
う
。
善
字
は
方
言
や
外
国
語
に
か
な
い
、

道
理
に
か
な
っ
た
字
句
。

誓
喩
宗
因
適
切
な
喩
例
や
正
し
い
論
証
。
宗
は

論
証
式
の
命
題
、
因
は
そ
の
理
由
。

力
威
神
力
。
神
力
、
勝
力
と
も
い
う
。

a
d
h
i
,
 

~
\
h
i
i
n
a

の
訳
。

加
加
持
の
こ
と
。
加
持
も

a
d
h
i
~
\
h
a
n
a

の
訳
。

能
く
論
を
造
る
馬
鳴
が
論
を
著
述
で
き
る
の
は

仏
の
力
に
よ
る
と
い
う
こ
と
。

義
目
的
。

化
教
化
。

【
宗
、
策
】

〔
者
〕
【
宗
】

．．．． 
：
以
下
の
「
者
」
に
つ
い
て
は
皆
同

乗
1
1
乖
【
旭
】

析
1
1
折
【
宗
】

四
1
1
日
【
大
】

方
1
1
能
【
宗
】

謂
＋
（
依
）
【
宗
】

〔
命
〕
【
筆
】

承
力
請
加
1
1
請
加
承
力

佛
1
1
如
来
【
宗
、
筆
】

〔
故
〕
【
宗
】

＊
 

七
為
何
義
者
。
謂
助
佛
揚
化
。
推
邪

顕
正
。
護
持
遺
法
。
令
久
住
世
。
報
佛

＊
 

恩
故
。

造
論
。

請
加
。
頼
彼
勝
力
。
有
所
分
別
。
故
能

理
。
定
量
為
本
。
＊

＊

＊

 

六
藉
何
力
者
。
謂
蹄
命
三
賓
。
承
力

大
乗
。
作
法
義
二
種
。
分
一
心
法
。
復

＊
 

作
二
門
。
析
一
義
理
。
復
為
三
大
。
由

此
善
巧
而
得
開
示
。

＊

＊

 

四
以
何
顕
者
。
謂
妙
音
善
字
。
警
喩

＊
 

宗
因
。
方
令
義
理
明
了
顕
現
。

＊

＊

 

五
依
何
本
者
。
謂
佛
聖
言
。
及
正
道

之
中
起
信
之
法
。
是
所
示
也
。

＊
 

三
云
何
示
者
。
謂
以
巧
便
開
。

一
味

言
説
教
為
果
。
是
故
教
起
内
依
智
也
。

＊
 

二
示
何
法
者
。
謂
一
心
。
二
門
。
三＊ 

大
。
四
信
。
五
行
等
法
。
此
即
是
大
乗

し
む
る
を
謂
う
。
仏
恩
に
報
ず
る
が
故
な
り
。

き
て
正
を
顕
ら
か
に
し
、
遺
法
を
護
持
し
て
、
久
し
く
世
に
住
せ

説
教
を
果
と
為
す
。
是
の
故
に
教
起
は
、
内
、
智
に
依
る
な
り
。

＊
 

ニ
に
何
の
法
を
か
示
す
と
は
、
一
心
、
二
門
、
三
大
、
四
信
、

五
行
等
の
法
を
謂
う
。
此
れ
即
ち
是
れ
大
乗
の
中
の
起
信
の
法
に

＊
 

し
て
、
是
れ
示
す
所
な
り
。

て
、
法
と
義
の
二
種
と
作
し
、
一
心
の
法
を
分
か
ち
て
復
た
二
門

わ

か

（

一

）

一
義
理
を
析
ち
て
復
た
三
大
と
為
す
を
謂
う
。
此
の
善

＊
 

四
に
何
を
以
て
か
顕
ら
か
に
す
と
は
、
妙
音
善
字
、
警
喩
宗
）

（二）

8

因
を
謂
う
。
方
に
義
理
を
し
て
明
了
に
顕
現
せ
し
む
れ
ば
な
り
。
（

五
に
何
の
本
に
か
依
る
と
は
、
仏
の
聖
言
及
び
正
道
理
の
定

（三）
量
を
本
と
為
す
を
謂
う
。

六
に
何
の
力
を
か
藉
る
と
は
、
三
宝
に
帰
命
し
て
力
を
承
け
加
を

請
い
、
彼
の
勝
力
を
頼
み
て
分
別
す
る
所
有
る
を
謂
う
。
故
に
能

く
論
を
造
る
。

＊
 

七
に
何
の
義
を
か
為
す
と
は
、
仏
を
助
け
て
化
を
揚
げ
、
邪
を
推

巧
に
由
り
て
開
示
す
る
こ
と
を
得
。

と
作
し
、

＊
 

三
に
云
何
が
示
す
と
は
、
巧
便
を
以
て
一
味
の
大
乗
を
開
き

六
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法
（
一
心
法
)
[
、
心
生
滅
門

心
真
如
門

[
：
ふ
（
『
冠
導
本
』
巻
上
三
丁
左
の
傍
註
参
昭
）

摩
詞
術
（
一
味
大
乗
）

『
十
地
経
』
で
は
金
剛
蔵
菩
薩
が
、
仏
の
神
力
を
う
け
て
仏
の
勝
れ
た
教
え
を
、

udirayi~ye 

varadharmagho~aqi 

dr~tantayuktaqi 
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「
私
は
す
ば
ら
し
い
法
を
言
う
に
ふ
さ
わ
し
い
妙
音
で
、
比
喩
を
用
い
、
筋
道
の

通
っ
た
論
理
に
し
た
が
い
、
ぴ
っ
た
り
適
合
し
た
字
句
に
よ
っ
て
述
べ
る
こ
と
に

し
よ
う
」

と
い
う
。
こ
れ
を
漢
訳
本
で
は
、
「
我
承
佛
力
説
勝
法
微
妙
音
醤
諭
字
相
應
」
（
大

正
一
0
、
一
八
一
上
）
と
訳
し
て
い
る
が
、
『
十
地
経
論
』
で
は
そ
の
詩
頌
を
「
説
上
法

妙
音
、
喩
相
應
善
字
」
（
大
正
一

0
、
一
七
六
頁
）
と
訳
し
て
い
る
。
法
蔵
が
こ
こ
で

「
妙
音
善
字
、
比
喩
宗
因
」
と
言
っ
た
の
は
、
恐
ら
く
こ
の
『
十
地
経
論
』
に
よ
っ
た
も

の
と
思
わ
れ
る
。
相
應
は
y
u
k
t
a
の
訳
で
あ
る
が
、
こ
の
場
合
百
kta
は
yukti
即
ち

「
道
理
」
の
意
味
で
用
い
ら
れ
て
い
る
と
思
わ
れ
る
。
そ
の
「
相
應
」
を
法
蔵
は
、
や
や

論
理
学
的
に
「
宗
因
」
と
言
い
替
え
た
の
で
あ
ろ
う
。
ち
な
み
に
『
十
地
経
論
』
で
は
善

字
に
、
「
善
字
と
は
二
種
の
相
あ
り
。
一
に
は
方
に
随
っ
て
言
音
善
＜
随
順
す
る
が
故

に
、
二
に
字
句
圃
満
に
し
て
、
増
ぜ
ず
減
ぜ
ず
、
理
と
相
應
す
る
が
故
に
善
字
と
云

う
」
と
注
釈
し
て
い
る
。

（
三
）
聖
言
は
聖
言
籠
盆
g
a
m
a
)
、
正
道
理
は
論
証
(yukti)
、
定
量
は
正
し
い
認
識
手
段

(pramiil).a)
を
意
味
す
る
。
こ
れ
は
yuktyiigamaqi
pramiil).am
と
い
う
慣
用
句
の
漢

訳
で
あ
ろ
う
。
ち
な
み
に
『
筆
削
記
』
は
二
説
を
あ
げ
て
い
る
。
ま
ず
第
一
に
仏
聖
言

を
聖
言
量
、
正
道
理
を
推
理

(
a
n
u
m
i
i
n
a

比
量
）
、
定
量
を
知
覚(
p
r
a
t
y
a
k
~
a

現
量
）
と

『
大
乗
起
信
論
義
記
』
研
究

六一

す
る
（
大
正
四
四
、
三
0
四
下
）
。
第
二
説
は
正
道
理
を
現
比
二
量
と
し
、
定
量
を
聖

言
量
及
び
現
量
比
量
の
三
量
と
す
る
の
で
、
こ
こ
に
あ
げ
た
も
の
と
同
じ
こ
と
に
な
ー
＿

る。

(9) 



縁
所
縁
の
意
味
。
論
は
、
衆
生
を
対
象
と
し
て

著
述
さ
れ
る
。

菩
薩
「
起
信
論
」
の
著
者
、
馬
嗚
を
指
す
。

大
悲
内
融
仏
の
大
悲
が
馬
嗚
の
内
に
融
け
満
ち

る
こ
と
。

物
衆
生
の
こ
と
。

聞
慧
以
下
、
聞
、
思
、
修
の
三
慧
゜

有
情
衆
生
。

sattva
の
異
訳
語
。

随
＿
「
各
々
に
」
と
い
う
意
味
。
補
注
（
一
）
参

照。〔
者
〕
【
宗
】
·
…
•
•
以
下
の
「
者
」
に
つ
い
て
は
皆
同

〔
縁
於
衆
生
欲
〕
【
宗
、
筆
】

令
＋
（
衆
生
）
【
宗
、
筆
】

〔
内
融
〕
【
宗
、
筆
】

長
迷
1
1
迷
謬
【
宗
、
筆
】

幾
1
1
機
【
筆
】

〔
生
〕
【
大
、
日
】

慧
1
1
恵
【
聴
】
…
以
下
の
「
慧
」
に
つ
い
て
は
皆
同

回
1
1
因
【
筆
】

更
1
1
交
【
大
】

義
嘗
廣
流
布
故
。
二
欲
令
種
種
信
解

有
情
。
由
此
因
縁
。
随
一
常
能
入
正

欲
造
論
者
。
要
具
六
因
。

一
欲
令
法

興。
更
有
六
因
。
如
増
伽
六
十
四
云
゜

満
故
。 ＊

＊

 

十
幾
何
益
者
。
略
有
六
種
。

＊
 

者
。
令
生
信
故
。
二
已
信
者
。
令
得
聞

隷
故
。
三
已
聞
者
。
令
得
思
慧
故
。
四

＊
 

已
思
解
者
。
令
得
修
慧
故
。
五
已
修
行

者
。
令
證
入
故
。
六
已
證
入
者
。
令
園

ロ。
ロロ

＊

＊

 

九
由
何
起
者
。
謂
由
菩
薩
大
悲
内

＊
 

融
。
慇
物
長
迷
。
由
此
造
論
。
法
施
群

論。

一
未
信

＊

＊

 

八
以
何
縁
者
。
謂
縁
於
衆
生
。
欲

＊
 令
離
一
切
苦
。
得
究
覚
築
。
故
造
斯

論
を
造
る
。

*

＊

*

 

九
に
何
に
由
り
て
か
起
こ
る
と
は
、
菩
薩
、
大
悲
内
融
し
て
物

あ
わ

の
長
迷
を
慇
れ
む
に
由
る
を
謂
う
。
此
れ
に
由
り
て
論
を
造
り
て

ぜ
ざ
る
者
に
信
を
生
ぜ
し
む
る
が
故
な
り
。
二
に
は
已
に
信
ず
る
者

＊
 

に
聞
惹
を
得
し
む
る
が
故
な
り
。
三
に
は
已
に
聞
く
者
に
思
慧
を
得
）

゜
ー（
 

し
む
る
が
故
な
り
。
四
に
は
已
に
思
解
す
る
者
に
修
慧
を
得
し
む
る

が
故
な
り
。
五
に
は
已
に
修
行
す
る
者
に
証
入
せ
し
む
る
が
故
な

り
。
六
に
は
已
に
證
入
す
る
者
に
円
満
せ
し
む
る
が
故
な
り
。

(

-

）

 

更
に
六
因
有
り
。
喩
伽
六
十
四
に
云
う
が
如
し
、

か
な
ら

と
欲
す
る
者
は
、
要
ず
六
因
を
具
う
。

「
論
を
造
ら
ん

一
に
は
法
義
を
し
て
当
に
広＊ 

く
流
布
せ
し
め
ん
と
欲
す
る
が
故
な
り
。
二
に
は
種
種
の
信
解
の
有

情
を
し
て
、
此
の
因
縁
に
由
り
て
、
随
一
に
当
に
能
く
正
法
に
入
ら

む。

略
有
如
是
十
因
縁
故
。
令
此
教
略
ぼ
是
の
如
き
十
因
縁
有
る
が
故
に
、
此
の
教
を
し
て
興
ら
し

十
に
幾
何
の
益
か
あ
る
と
は
、
略
ぽ
六
種
有
り
。

群
品
に
法
施
す
。

一
に
は
未
だ
信

を
離
れ
て
究
党
の
楽
を
得
し
め
ん
と
欲
す
る
を
謂
う
。
故
に
斯
の

＊
 

八
に
何
の
縁
を
か
以
て
す
と
は
、
衆
生
を
縁
じ
て
、

六
四

一
切
の
苦



『
大
乗
起
信
論
義
記
』
研
究

『
瑠
伽
論
』
巻
第
六
十
四
（
大
正
三
0
、
六
五
八
上
）

欲
造
論
者
。
要
具
六
因
乃
應
造
論
。
一
欲
令
法
義
営
廣
流
布
。
二
欲
令
種
種
信

解
有
情
。
由
此
因
縁
随
一
嘗
能
入
正
法
故
。
三
為
令
失
没
種
種
義
門
重
開
顕

故
。
四
為
欲
略
揖
廣
散
義
故
。
五
為
欲
顕
登
甚
深
義
故
。
六
欲
以
種
種
美
妙
言

辞
荘
厳
法
義
生
浮
信
故
。

b
s
t
a
n
 b
c
o
s
 fie b
a
r
 s
b
y
o
r
 b
a
r
 J:idod p
a
s
 r
g
y
u
 r
n
a
m
 p
a
 d
r
u
g
 g
i
s
 b
s
t
a
n
 b
c
o
s
 fie 

b
a
r
 s
b
y
a
r
 b
a
r
 h
o
s
 p
a
 y
i
n
 te /
 ch
o
s
 k
y
i
 d
o
n
 m
a
i
l
 d
u
 b
y
a
s
 p
a
r
 l).gyur 
ro s
f
i
a
m
 p
a
 

daft /
 se
m
s
 c
a
n
 r
n
a
m
s
 la m
o
s
 p
a
 s
n
a
 t
s
h
o
g
s
 y
o
d
 pal).i 
p
h
y
i
r
 d
e
 d
a
g
 k
h
a
 c
i
g
 

l).dis l).jug p
a
r
 l).gyur 
ro s
f
i
a
m
 p
a
 daft /
 do
n
 f
i
a
m
s
 p
a
 daft r
a
b
 t
u
 f
i
a
m
s
 p
a
 r
a
b
 tu 

r
n
a
m
 p
a
r
 d
b
y
e
 b
a
r
 b
y
a
 b
a
h
i
 p
h
y
i
r
 r
o
 s
f
i
a
m
 p
a
 daft /
 do
n
 l).thor b
a
 r
n
a
m
s
 b
s
d
u
 

b
a
r
 b
y
a
 bal).i 
p
h
y
i
r
 r
o
 s
f
i
a
m
 p
a
 daft /
 do
n
 z
a
b
 m
o
 rn
a
m
s
 g
s
a
l
 b
a
r
 b
y
a
 bal).i 

p
h
y
i
r
 r
o
 s
f
i
a
m
 p
a
 daft /
 ts
h
i
g
 l).bru m
d
s
e
s
 p
a
s
 m
d
s
e
s
 p
a
 b
s
k
y
e
d
 p
a
r
 b
y
a
 bal).i 

p
h
y
i
r
 r
o
 s
f
i
a
m
 pal).o // (YBh•• 
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 20
5
b
1
)
 

「
論
書
(siistra)
を
論
述
(upasaiphiira)
し
よ
う
と
欲
す
る
者
は
六
種
の
理
由
に

よ
っ
て
論
書
を
論
述
す
べ
き
で
あ
る
。
①
法
の
義
(
d
h
a
r
m
翌
h
a
)
が
流
布
す
る
た

め
に
、
②
衆
生
た
ち
に
は
種
々
異
な
る
信
解
(
n
習
翌
h
i
m
u
k
t
i
)
が
あ
る
の
で
、
彼

ら
の
一
部
(
d
e
d
a
g
 k
h
a
 cig, t
a
d
e
k
a
t
y
a
?
)
が
こ
の
[
論
書
]
に
ょ
つ
て
[
正
法
に
]

入
る
た
め
に
、
③
亡
び
滅
し
た
義
(
n
a
~
t
a
p
r
a
n
a
~
t
i
i
r
t
h
a
)

を
探
求
す
る
(
p
r
a
v
i

,
 

cinoti)
た
め
に
、
の
苗
き
散
ら
さ
れ
て
い
る
義
(praviki11}
翌
h
a
)
を
集
め
る
た
め

に
、
⑤
甚
深
の
義
を
明
ら
か
に
す
る
た
め
に
、
⑥
美
妙
な
語
句
に
よ
っ
て
美
妙

さ
を
生
ず
る
た
め
に
、
と
い
う
六
種
の
理
由
か
ら
論
を
造
る
の
で
あ
る
」

チ
ベ
ッ
ト
訳
と
漢
訳
で
は
第
二
の
理
由
が
異
な
っ
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
漢

訳
の
「
随
こ
に
あ
た
る
チ
ベ
ッ
ト
訳
は
d
e
d
a
g
 k
h
a
 c
i
g
で
あ
る
か
ら
、
こ
こ
で
は
「
彼

ら
の
あ
る
人
」
を
意
味
す
る
。
漢
訳
の
「
随
こ
に
も
「
多
く
の
う
ち
の
い
ず
れ
か
一
っ
」

と
い
う
意
味
は
あ
る
。
法
蔵
も
『
五
教
章
』
で
は
「
多
く
の
う
ち
の
い
ず
れ
か
一
っ
」
と

い
う
意
味
（
大
正
四
五
、
四
八
六
中
）
と
「
各
々
に
」
と
い
う
意
味
（
同
、
五
0
二
下
）
で

「
随
こ
を
用
い
て
い
る
。
『
瑠
伽
論
』
で
も
巻
第
三
の
（
大
正
三
0
、
二
八
八
上
）
の
「
随

こ
は
明
ら
か
に
「
い
ず
れ
か
一
っ
」
と
い
う
意
味
で
あ
る
。
し
か
し
こ
の
箇
所
で
は

「
種
種
の
信
解
の
有
情
を
し
て
」
で
あ
る
か
ら
、
語
法
上
、
「
種
種
の
信
解
の
有
情
に
」

と
い
う
意
味
で
「
各
々
に
」
で
は
な
い
か
と
考
え
ら
れ
る
。
『
瑠
伽
論
』
は
声
聞
道
も
菩

薩
道
も
網
羅
し
て
説
い
て
い
る
よ
う
で
あ
る
し
、
唯
識
派
の
論
書
は
三
乗
の
解
脱
を

六
五

す
べ
て
含
む
か
ら
、
す
べ
て
の
機
根
の
も
の
を
正
法
に
入
れ
る
と
い
う
こ
と
を
造
論

の
理
由
と
し
て
あ
げ
た
と
も
考
え
ら
れ
な
い
で
は
な
い
。
し
か
し
、
論
は
経
や
他
の

論
で
は
救
え
な
い
機
根
の
も
の
を
救
う
た
め
に
著
述
さ
れ
る
、
と
い
う
一
般
の
解
釈

か
ら
す
れ
ば
、
こ
こ
は
「
彼
ら
の
一
部
に
」
が
正
し
い
と
も
思
わ
れ
る
。
法
蔵
は
、
た

し
か
に
馬
鳴
が
『
起
信
論
』
を
著
し
た
の
は
「
末
葉
の
迷
倫
」
（
本
稿
4
頁
）
を
救
う
た
め

だ
と
い
う
が
、
そ
の
場
合
、
経
や
他
の
「
広
論
」
な
ど
で
救
え
る
衆
生
も
『
起
信
論
』
で

救
え
る
こ
と
は
言
う
ま
で
も
な
い
で
あ
ろ
う
か
ら
、
そ
う
で
あ
れ
ば
、
「
各
々
に
」
と

い
う
意
味
で
理
解
す
べ
き
と
な
る
。

(11) 



〔
沙
〕
【
大
】

井
1
1
蚊
【
大
】

沙
1
1
娑
【
大
】

知
1
1
智
【
聴
】

美
妙
言
辟
。
荘
厳
法
義
。
生
浮
信

故
。
此
論
下
八
因
縁
等
。
及
十
住
毘

婆
沙
論
。
井
大
毘
婆
沙
等
。
各
有
因

＊
 

縁
。
可
尋
彼
知
之
。

せ
し
め
ん
が
為
の
故
な
り
。
六
に
は
種
種
の
美
妙
の
言
辞
を
以
て
法

義
を
荘
厳
し
、
浄
信
を
生
ぜ
し
め
ん
と
欲
す
る
が
故
な
り
」
と
。
此

（

一

）

（

二

）

の
論
の
下
の
八
因
縁
等
、
及
び
十
住
毘
婆
沙
論
、
井
び
に
大
毘
婆

（
三
）
お
の
お

沙
等
、
各
の
因
縁
有
り
。
彼
を
尋
ね
て
之
を
知
る
べ
し
。

五
為
令
顕
甚
深
義
故
。
六
欲
以
種
種
摂
せ
ん
と
欲
す
る
が
為
の
故
な
り
。
五
に
は
甚
深
の
義
を
顕
ら
か
に

開
顕
故
。
四
為
欲
略
播
廣
散
義
故
。

て
重
ね
て
開
顕
せ
し
め
ん
が
為
の
故
な
り
。
四
に
は
広
散
の
義
を
略

法
故
。
三
為
令
失
没
種
種
義
門
。
重
し
め
ん
と
欲
す
る
が
故
な
り
。
三
に
は
失
没
せ
る
種
種
の
義
門
を
し

六
六

(12) 



二）
（一）

『
起
信
論
』
「
因
縁
分
」
（
大
正
三
二
、
五
七
五
中
）
の
八
因
緑
。

初
説
因
縁
分
。
問
日
。
有
何
因
縁
而
造
此
論
。
答
曰
。
是
因
縁
有
八
種
。
云
何

為
八
。
一
者
因
縁
継
相
。
所
謂
為
令
衆
生
離
一
切
苦
。
得
究
党
築
。
非
求
世
間

名
利
恭
敬
故
。
二
者
為
欲
解
繹
如
来
根
本
之
義
。
令
諸
衆
生
正
解
不
謬
故
。
三

者
為
令
善
根
成
熟
衆
生
。
於
摩
詞
術
法
堪
任
不
退
信
故
。
四
者
為
令
善
根
微
少

衆
生
。
修
習
信
心
故
。
五
者
為
示
方
便
消
悪
業
障
。
善
護
其
心
。
遠
離
擬
慢
゜

出
邪
網
故
。
六
者
為
示
修
習
止
観
。
封
治
凡
夫
二
乗
心
過
故
。
七
者
為
示
専
念

方
便
。
生
於
佛
前
必
定
不
退
信
心
故
。
八
者
為
示
利
観
修
行
故
。
有
如
是
等
因

縁
。
所
以
造
論
。

『
毘
婆
沙
論
』
巻
第
一
（
大
正
二
六
、
ニ
ニ
上
）

問
日
。
若
不
爾
者
。
何
以
造
此
論
。

答
曰
。
我
為
欲
慈
悲
。
饒
益
於
衆
生
。
不
以
餘
因
縁
。
而
造
於
此
論
。
見
衆
生

於
六
道
受
苦
無
有
救
護
。
為
欲
度
此
等
故
。
以
智
慧
力
而
造
此
論
。

『
大
毘
婆
沙
論
』
巻
第
一
（
大
正
二
七
、
二
上
）

問
何
故
尊
者
造
此
論
耶
。
答
為
饒
益
他
故
。
謂
彼
尊
者
作
是
思
惟
。
云
何
営
令

諸
有
情
類
於
佛
聖
教
無
倒
受
持
。
精
進
思
惟
舞
量
観
察
。
由
此
無
量
煩
悩
悪
行

不
現
在
前
。
便
得
悟
入
甚
深
法
性
。
故
造
此
論
。

以
下
、
尊
者
迦
多
術
尼
子
(Kiityay
習
iputra)
が
『
発
智
論
』
を
著
し
た
理
由
を
、
い

く
つ
か
挙
げ
て
い
る
が
、
実
際
に
「
因
縁
」
と
い
う
語
を
用
い
て
い
る
も
の
だ
け
を
次

に
挙
げ
る
。

復
次
尊
者
以
三
因
縁
制
造
此
論
。
一
為
増
益
智
。
二
為
開
覺
意
故
。
三
為
遮
計

我
故
。
増
益
智
者
。
謂
於
内
外
諸
経
論
中
。
令
智
増
益
無
有
能
如
阿
毘
達
磨
゜

開
覺
意
者
。
謂
諸
有
情
無
明
所
昏
。
如
睡
未
覺
不
能
了
知
。
何
者
是
遍
行
。
何

者
非
遍
行
。
何
者
自
界
縁
。
何
者
他
界
縁
。
何
者
有
漏
縁
。
何
者
無
漏
緑
。
何

者
有
津
為
縁
。
何
者
無
為
縁
。
云
何
為
掻
。
云
何
相
應
。
云
何
因
。
云
何
縁
。

誰
成
就
。
誰
不
成
就
。
何
者
順
前
句
。
何
者
順
後
句
。
何
者
四
句
。
何
者
如
是

句
。
何
者
不
如
是
句
。
於
如
是
等
所
知
境
中
。
令
諸
有
情
開
登
覺
意
。
無
有
能

如
阿
毘
達
磨
。
遮
計
我
者
。
尊
者
所
造
阿
毘
達
磨
。
未
曽
説
有
補
特
伽
羅
。
恒

頸
諸
行
空
無
有
我
有
。
以
如
是
等
種
々
因
縁
。
故
彼
尊
者
制
造
此
論
。

『
大
乗
起
信
論
義
記
』
研
究

六
七

(13) 



蔵
摂
の
分
斉
諸
蔵
各
々
の
所
摂
の
区
分
。
こ
こ

で
い
う
諸
蔵
と
は
、
三
蔵
（
経
・
律
・
論
）
及
ぴ
二

蔵
（
声
聞
・
菩
薩
）
を
指
す
。

所
詮
の
三
戒
・
定
・
惹
の
三
学
。
所
詮
と
は
言

詮
に
よ
っ
て
表
さ
れ
る
内
容
を
い
う
。
三
蔵
が

各
々
三
学
を
詮
す
と
い
う
見
解
は
「
大
毘
婆
沙
論
」

巻
一
（
大
正
二
七
、
一
下
）
の
も
の
。

所
為
の
二
根
の
利
鈍
。
補
注
(
-
)
参
照
。

修
多
羅
蔵
三
蔵
の
う
ち
の
経
蔵
。
修
多
羅
は

「
経
」
の
原
語
siitra

の
音
写
。

曲
委
曲
・
委
細
。

siitra

の
音
写
語
で
は
、
そ
の

意
味
が
詳
ら
か
に
な
ら
な
い
と
い
う
こ
と
。

所
応
説
の
義
言
詮
せ
ら
る
べ
き
事
柄
。

(
a
b
h
i
,
 

d
h
e
y
a
r
t
h
a
で
あ
ろ
う
）

定
三
学
の
一
、
定
学
。

毘
奈
耶
蔵
三
蔵
の
う
ち
の
律
蔵
。
毘
奈
耶
は

「
律
」
の
原
語
v
i
n
a
y
a
の
音
写
。

身
語
意
身
・
ロ
・
意
の
三
業
の
こ
と
。

明
載
囁
1
1
約
諸
蔵
所
掘
【
宗
】

1
1
諸
競
所
揖
【
筆
】

〔
分
齊
〕
【
宗
、
筆
】

但
藍
1
1
咀
績
【
筆
】

並
1
1
置
【
大
】

揮
持
1
1
持
緬
【
筆
】

機
1
1
樹
【
筆
】

即
1
1
則
【
聴
】

者
1
1
人
【
筆
】

二
名
毘
奈
耶
蔵
。
或
云
毘
那
耶
。
或

故
。
名
素
但
藍
。
即
詮
定
之
教
。
契
経

＊
 即
蔵
。
持
業
繹
゜

耳゚

の
み
。

修
妬
路
等
。
拉
以
應
語
梵
名
。
難
得
曲
等
と
云
う
。

並
び
に
応
語
の
梵
名
な
る
を
以
て
、

＊
 曲
を
得
難
き

前
中
為
詮
三
學
。
故
立
三
蔵
。

＊
 

一
修
多
羅
蔵
。
或
云
素
恒
藍
。
或
云

此
翻
名
契
経
。
謂
契
理
合
機
。
故
名

為
契
。
貫
穿
縫
綴
。
目
以
為
経
。
佛
地

＊

＊

 

論
云
。
貫
穿
播
持
所
應
説
義
及
所
被
機

云
毘
尼
。
古
翻
名
滅
。
謂
身
語
意
悪
゜

＊
 

焚
燒
行
者
。
義
同
火
然
。
戒
能
止
滅
。

、J4
 
ー

此
に
翻
じ
て
契
経
と
名
づ
く
。
謂
く
、
理
に
契
い
機
に
合
す
、
故

e

（三）

に
名
づ
け
て
契
と
為
す
。
貫
穿
縫
綴
す
る
を
、
目
し
て
以
て
経
と
為

（

四

）

＊

す
。
仏
地
論
に
云
く
、
「
所
応
説
の
義
及
び
所
被
の
機
を
貫
穿
し
摂

持
す
る
が
故
に
、
素
但
藍
と
名
づ
く
」
と
。
即
ち
定
を
詮
わ
す
の
教

（五）

な
り
。
契
経
、
即
ち
蔵
な
れ
ば
持
業
釈
な
り
。

＊

び

な

や

ニ
に
毘
奈
耶
蔵
と
名
づ
く
。
或
い
は
毘
那
耶
と
云
い
、
或
い
は

ヽ

こ

し

え

（

六

）

ぴ毘
尼
と
云
う
。
古
翻
じ
て
滅
と
名
づ
く
。
謂
う
こ
こ
ろ
は
、
身
語

意
の
悪
、
行
者
を
焚
焼
す
る
は
、
義
、
火
の
然
ゆ
る
に
同
じ
。

＊
し
ゅ
た
ら

一
に
修
多
羅
蔵
。

そ

た

ら

ん

或
い
は
素
但
藍
と
云
い
、

し

ゅ

と

ろ

或
い
は
修
妬
路

あ
ら

前
の
中
に
三
学
を
詮
わ
さ
ん
が
為
に
、

ミ）

故
に
三
蔵
を
立
つ
。

教
則
為
二
。

三
故
。
教
則
為
三
。
後
約
所
為
二
故
。

の
三
に
約
す
る
が
故
に
、
教
を
則
ち
三
と
為
す
。

（ニ

に
約
す
る
が
故
に
、
教
を
則
ち
二
と
為
す
。

＊
 

後
に
所
為
の

＊

＊

 

二
明
蔵
播
分
齊
者
有
二
。
初
約
所
詮

＊
 

ニ
に
蔵
摂
の
分
斉
を
明
ら
か
に
す
る
に
二
有
り
。

諸
蔵
の
所
摂

六
八

＊
 

初
め
に
所
詮



（
二
）
経
・
律
・
論
の
三
蔵
に
関
し
て
、
法
蔵
は
『
探
玄
記
』
巻
第
一
（
大
正
三
五
、

で
、
よ
り
詳
細
な
解
説
を
加
え
て
い
る
。

（
三
）
「
貫
穿
縫
綴
」
と
い
う
用
語
は
『
琉
伽
論
』
巻
第
二
十
五
（
大
正
三
0
、
四
一
八
下
）
に
見

え
る
。
以
諸
美
妙
名
句
文
身
。
如
其
所
應
次
第
安
布
次
第
結
集
。
謂
能
貫
穿
縫
綴
種
種
能

引
義
利
。
能
引
梵
行
。
i

県
善
妙
義
。
是
名
契
経
。
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lta ste /
 dg
e
 b
a
 d
o
n
 dail l
d
a
n
 p
a
 /
 tshails p
a
r
 s
b
y
o
d
 p
a
 dail l
d
a
n
 p
a
 d
e
 dail d
e
 

d
a
g
 b
s
t
a
n
 p
a
r
 b
y
a
 baJ:ii 
p
h
i
r
 /
 mi
n
 g
i
 t
s
h
o
g
s
 dail /
 tshig gi t
c
h
o
g
s
 dail /
 yi geJ:ii 

巨
h
o
g
s
m
t
h
u
n
 p
a
 d
a
g
 gis ci rigs p
a
r
 r
i
m
 g
y
i
s
 g
c
o
d
 ciil /
 ri
m
 g
y
i
s
 s
b
y
a
r
 b
a
 gail y
i
n
 

p
a
 d
e
 ni mdoJ:ii 
ste~es 

byaJ:io // 
(
Y
B
h
.
,
 P., W
i
 66a5・') 

「
即
ち
あ
れ
こ
れ
の
善
い
義
を
具
え
、
清
浄
行
を
具
え
た
も
の
が
教
示
さ
れ
る
た

め
に
、
適
切
な
名
身
(n1imak1iya)
句
身
(
p
a
d
a
'
）
文
身
(
v
y
a
f
i
j
a
n
a
,
）
に
よ
っ
て
道

理
の
通
り
に
順
に
裁
断
し
(chid)
、
順
に
結
合
さ
れ
た
（
苔
j)
も
の
、
そ
れ
が
経
で

あ
る
」

こ
の
一
節
は
「
契
経
」
の
解
説
の
一
部
で
あ
る
が
、
「
貫
穿
縫
綴
」
が
見
え
る
後
半
の
一

節
に
相
当
す
る
チ
ベ
ッ
ト
訳
に
は
「
貫
穿
縫
綴
」
と
「
i

県
善
妙
義
」
を
欠
い
て
い
る
。
「
貫

穿
」
は
『
漢
書
』
「
司
馬
遷
伝
」
な
ど
で
「
貫
穿
経
偉
」
と
い
う
よ
う
に
熟
語
と
し
て
用
い
ら

れ
て
い
る
が
、
「
経
」
の
語
源
を
解
釈
す
る
も
の
で
は
な
い
。
中
国
で
「
経
」
は
「
縦
糸
」
を

意
味
す
る
し
、
サ
ン
ス
ク
リ
ッ
ト
で
も
s
目
・a(
経
）
は
「
縫
う
」
を
意
味
す
る
語
根
si
くに

手
段
を
表
す
接
尾
辞
目
が
つ
い
て
「
縫
う
手
段
・
糸
」
を
表
す
。
そ
こ
で
玄
芙
は
「
縫
綴
」

を
「
経
」
の
語
源
解
釈
と
し
て
用
い
た
の
で
は
な
か
ろ
う
か
（
綴
は
チ
ベ
ッ
ト
訳
中
の

b
s
t
a
n
 p
a
r
 b
y
a
 b
a
 (s1isana, p
r
a
k
a
s
y
a
 etc.)§-. ち
「
紬
が
奈
℃
さ
れ
る
」
を
示
す
と
も
考
え
ら

れ
る
）
。
同
じ
く
玄
笑
の
翻
訳
と
さ
れ
る
『
顕
揚
論
』
巻
第
六
（
大
正
三
一
、
五
0
八
下
）

に
は
、
こ
こ
と
ほ
と
ん
ど
同
じ
「
以
諸
善
（
美
）
妙
名
句
字
（
文
）
身
。
如
其
所
應
次
第
結

集
。
次
第
安
置
。
以
能
綴
絹
引
諸
義
理
引
諸
梵
行
種
種
善
義
。
故
名
契
経
」
と
い
う
一

節
が
見
ら
れ
る
。
そ
こ
に
は
「
貫
穿
」
は
な
く
「
縫
綴
」
に
あ
た
る
「
綴
紺
」
だ
け
で
あ
る
。

し
か
し
、
サ
ン
ス
ク
リ
ッ
ト
の
siv(
縫
う
）
や
次
に
く
る
c
h
i
d
(
裁
断
）
に
は
「
貫
穿
」
の
意

味
が
な
い
わ
け
で
は
な
い
。
そ
も
そ
も
玄
哭
は
「
貫
穿
」
と
「
縫
綴
」
の
相
違
を
あ
ま
り
意

識
し
な
い
で
恣
意
的
に
用
い
て
い
た
の
で
は
な
い
か
と
考
え
ら
れ
る
。

「
契
経
者
。
謂
貫
穿
義
長
行
直
説
。
多
分
措
受
意
趣
罷
性
」
（
『
堆
伽
論
』
巻
第
八
一
、

大
正
七
五
、
七
五
三
上
）

「
契
経
者
。
謂
縫
綴
義
多
分
長
行
直
説
掻
諸
法
罷
」
（
『
顕
揚
論
』
巻
第
―
二
、
大
正
三

一
、
五
二
八
中
）

『
大
乗
起
信
論
義
記
』
研
究

1
0
九

(
-
）
法
蔵
は
三
蔵
と
二
蔵
を
各
々
所
詮
と
所
為
に
よ
っ
て
分
け
ら
れ
る
と
解
釈
し
て
い
る

が
、
彼
は
こ
の
分
類
を
智
慨
に
負
っ
て
い
る
（
『
捜
玄
記
』
大
正
三
五
、
一
四
上
参
照
）
。

所
為
は
こ
の
『
義
記
』
の
「
序
分
」
や
「
修
行
信
心
分
」
の
注
釈
で
「
所
為
の
人
」
と
言
っ
て
い

る
か
ら
、
「
所
為
の
二
」
と
は
「
所
為
の
二
種
の
人
」
即
ち
利
根
と
鈍
根
の
二
種
の
人
を
指

す
。
所
為
は
実
質
上
は
教
化
の
対
象
を
意
味
す
る
所
化
や
所
被
と
同
義
語
で
あ
ろ
う
。

要
す
る
に
、
声
聞
蔵
と
菩
薩
蔵
は
声
聞
の
た
め
の
蔵
、
菩
薩
の
た
め
の
蔵
と
い
う
意
味

に
な
る
。

六

六
九

前
者
の
チ
ベ
ッ
ト
訳
は
m
d
o
ste ni s
m
o
s
 pal:ii d
o
n
 g
y
i
s
 te r
k
y
a
d
 p
a
r
 b
s
a
d
 p
a
 y
i
n
 pal:io // 

d
e
 yail p
h
a
l
 c
h
e
r
 dgoils p
a
 gzuil b
a
r
 b
y
a
 b
a
 y
i
n
 n
o
/
/
 (
Y
B
h
,
 
P•• 

Y
i
 6
4
a
2
)
で
本
マ
る
。

「
貫
穿
」
は
s
m
o
s
pa・ 

説
示
（
『
瑠
伽
論
』
の
「
貫
穿
」
は
多
v
s
m
o
s
p
a
r
 b
y
e
d
 pa・ 

説
示

す
る
）
で
あ
る
。
玄
芙
は
『
瑠
伽
論
』
で
s
m
o
s
p
a
と
チ
ベ
ッ
ト
訳
さ
れ
た
サ
ン
ス
ク
リ
ッ

ト
原
語
を
、
『
顕
揚
論
』
で
は
「
縫
綴
」
と
訳
し
た
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
な
お
『
大
毘
婆
沙

論
』
巻
第
―
二
六
（
大
正
二
七
、
六
五
九
下
）
で
は
「
契
経
」
に
は
一
結
集
、
二
刊
定
の

二
義
が
あ
る
と
い
う
が
、
一
は
『
逢
伽
論
』
の
安
布
・
裁
断
、
二
は
結
集
・
結
合
に
相
当

す
る
の
で
、
こ
の
こ
と
も
「
貫
穿
縫
綴
」
が
イ
ン
ド
の
解
釈
で
は
な
い
こ
と
を
示
す
と
い

え
よ
う
。
『
探
玄
記
』
巻
第
一
で
法
蔵
は
、
「
貫
穿
」
と
「
縫
綴
」
と
を
分
け
て
解
釈
し
、
「
貫

穿
は
是
れ
契
入
の
義
に
し
て
、
縫
綴
は
是
れ
契
合
の
義
な
り
。
謂
く
、
聖
言
を
以
て
義

理
を
貫
穿
し
て
、
散
失
せ
ざ
ら
し
め
隠
没
せ
ざ
ら
し
め
、
縫
綴
連
合
し
て
、
詮
表
を
成

ぜ
し
め
久
住
す
る
こ
と
を
得
せ
し
む
る
な
り
」
（
大
正
三
五
‘
1
0
九
上
）
と
い
う
。

ち
な
み
に
こ
の
一
節
の
前
半
は
『
大
毘
婆
沙
論
』
巻
第
一
で
阿
毘
達
磨
を
説
明
す
る
中

の
「
以
名
身
句
身
文
身
次
第
結
集
安
布
分
別
故
。
名
阿
毘
達
磨
」
（
大
正
二
七
、
四
中
）
と

同
じ
も
の
で
あ
る
。
こ
の
点
で
は
経
も
論
も
変
わ
ら
な
い
の
で
あ
ろ
う
か
。

『
仏
地
経
論
』
巻
第
一
（
大
正
二
六
、
二
九
一
中
）

能
貫
能
播
故
名
為
経
。
以
佛
聖
教
貫
穿
播
持
。
所
應
説
義
所
化
生
故
。

法
蔵
の
引
用
文
で
は
、
『
仏
地
経
論
』
の
「
所
化
生
」
が
十
門
（
科
文
参
照
）
の
第
四
「
所

被
機
」
と
な
っ
て
い
る
。
『
探
玄
記
』
巻
第
一
（
大
正
三
五
‘
1
0
九
上
）
で
法
蔵
は
、
「
経

に
亦
た
二
義
あ
り
。
謂
く
法
相
を
貫
穿
す
る
が
故
に
。
所
化
を
摂
持
す
る
が
故
な
り
」

と
敷
術
し
て
い
る
。

（
五
）
持
業
釈
は
サ
ン
ス
ク
リ
ッ
ト
文
法
学
で
複
合
詞
の
一
部
類
を
示
す
用
語
で
あ
る

k
a
r
m
a
d
h
i
i
r
a
y
a
の
訳
。
近
代
の
文
法
で
は
同
格
限
定
複
合
詞
な
ど
と
意
訳
す
る
。
複
合

詞
の
前
分
と
後
分
が
同
じ
対
象
を
指
し
、
前
分
が
後
分
を
限
定
す
る
か
、
同
格
関
係
に

あ
る
も
の
を
い
う
。
「
修
多
羅
・
蔵
」
と
い
う
複
合
詞
は
、
法
蔵
の
解
釈
に
よ
る
と
、
前

分
の
「
修
多
羅
」
は
所
詮
の
定
学
を
指
す
の
で
は
な
く
、
定
学
を
説
示
す
る
能
詮
の
言
教

で
あ
る
契
経
や
そ
れ
を
記
録
し
た
経
典
を
意
味
し
、
後
分
の
「
蔵
」
も
言
教
や
経
典
を
包

摂
す
る
蔵
を
意
味
す
る
。
そ
こ
で
「
契
経
即
ち
蔵
」
と
い
う
よ
う
に
、
前
分
と
後
分
は
同

じ
対
象
を
指
し
、
前
分
の
契
経
が
後
分
の
蔵
を
限
定
す
る
。
こ
う
解
釈
す
る
こ
と
に

よ
っ
て
、
こ
の
複
合
詞
は
特
定
の
契
経
と
い
う
言
教
や
そ
の
部
類
の
経
典
だ
け
の
蔵
を

意
味
す
る
。

（四

v
i
n
a
y
a
を
「
滅
」
と
翻
訳
し
た
例
に
は
『
毘
尼
母
経
』
（
大
正
二
四
、
八
0

一上）

毘
尼
者
。
名
滅
滅
諸
悪
法
。
故
名
毘
尼
゜

ま
た
巻
七
（
同
、
八
四
二
上
）
で
は
、

毘
尼
者
。
凡
有
五
義
。
一
懺
悔
二
随
順
三
滅
四
断
五
捨
。
…
…
云
何
名
滅
。
能
滅

七
諄
。
名
滅
毘
尼
゜

と
「
律
」
に
「
滅
」
を
含
め
て
五
義
を
挙
げ
る
。
ち
な
み
に
法
蔵
は
『
探
玄
記
』
（
大
正
三

五
‘
1
0
九
上
）
に
お
い
て
、
こ
こ
に
論
ず
る
「
滅
」
や
「
調
伏
」
を
含
む
、

v
i
n
a
y
a
の
意
訳

語
で
あ
る
調
伏
、
滅
、

P
羅
、
性
善
、
守
信
、
波
羅
提
木
叉
な
ど
を
挙
げ
て
、
各
々
に

説
明
を
加
え
て
い
る
。

(15) 



意
訳
語
と
い
う
こ
と
。

戒

sila

の
訳
語
。

sila

に
は
「
滅
」
の
意
味
は
な
い

が
、
こ
こ
で
法
蔵
は
戒
と
律
（
＜
i

目
ya)
を
混
用
し
て

い
る
。

15
頁
の
補
注
（
六
）
を
参
照
。

今
翻
じ
て
玄
契
の
新
訳
を
指
す
の
で
あ
ろ
う
。

10
行
目
の
「
今
訳
し
て
」
も
同
じ
。

阿
毘
達
磨
蔵
三
蔵
の
内
の
論
蔵
。
阿
毘
達
磨
は

「
論
」
の
原
語
、

a
b
h
i
d
h
a
r
m
a
の
音
写
。
旧
訳
で
は

無
比
法
、
新
訳
で
は
対
法
と
意
訳
さ
れ
る
。

阿
毘

a
b
h
i
d
h
a
r
m
a
の
接
頭
辞
、

a
b
h
i
(
阿
毘
）
は

「
上
方
」
「
優
越
性
」
の
意
味
を
付
加
す
る
こ
と
が
あ

る。対
法
の
蔵
昆
奈
耶
が
律
の
経
典
の
所
詮
で
あ
る

調
伏
．
戒
学
を
意
味
す
る
の
で
、
「
昆
奈
耶
・
蔵
」

は
「
調
伏
の
蔵
」
と
解
釈
さ
れ
た
（
次
頁
補
注
一
参

照
）
よ
う
に
、
阿
毘
達
磨
も
所
詮
で
あ
る
対
法
・

慧
学
を
意
味
す
る
の
で
、
「
阿
毘
達
磨
・
蔵
」
も

「
阿
毘
達
磨
（
対
法
・
慧
）
の
蔵
」
と
い
う
依
主
釈
で

解
釈
さ
れ
る
。

義
に
従
う
の
名

稲
1
1
翻
【
箪
】

今
1
1
古
【
筆
】

和
1
1
錬
【
筆
】
…
…
次
の
「
和
」
も
同

或
1
1
故
【
聴
】

妙
1
1
妙
【
版
、
龍
、
儡
】

法
1
1
理
【
筆
】

源
1
1
原
【
聴
】

簡
1
1
棟
【
筆
】

面
見
1
1
目
前
【
策
】

故
云
1
1
名
為
【
筆
】

〔
亦
〕
【
筆
】

大
法
等
。
拉
随
義
之
名
。
如
餘
説
。

有
法
能
比
於
此
故
。
云
無
比
法
。

ぞ
法
。

即
無
分
別
智
分
別
法
相
。

更
無

謁
為
無
比
法
。
謂
阿
毘
云
無
比
。
達
磨

熾
相
故
。

＊

＊

 

今
翻
為
調
伏
。
謂
調
是
調
和
。
伏
是

＊
 

折
伏
。
則
調
和
控
御
身
語
意
業
。
制
伏

戒
行
。
調
伏
之
蔵
。
依
主
繹
。
以
従
所

詮
為
名
故
。

三
阿
毘
達
磨
蔵
。
或
云
阿
毘
曇
。
古

今
諄
為
封
法
。
謂
阿
毘
是
能
封
智
゜

達
磨
是
所
封
境
法
。
謂
以
正
智
。
妙
盛

*

＊

＊

 

法
源
。
簡
揺
法
相
。
分
明
指
掌
。
如
封

＊

＊

 

面
見
。
故
云
封
法
。
封
法
是
所
詮
之

＊
 

慧
。
即
封
法
之
蔵
。
亦
依
主
繹
。
従
所

詮
為
目
。
又
或
名
伏
法
揺
法
敷
法
通
法

除
滅
諸
悪
行
故
。
調
伏
是
行
。
即
所
詮

＊
 

故
稲
為
滅
。
或
云
清
涼
。
以
能
息
悪
炎

く
し
、
法
相
を
簡
択
し
、
分
明
に
掌
を
指
し
て
、
面
に
対
し
て
見
る

戒
、
能
＜
止
滅
す
。
故
に
称
し
て
滅
と
為
し
、
或
い
は
清
涼
と
云

う
。
能
く
悪
の
炎
熾
の
相
を
息
む
を
以
て
の
故
な
り
。

＊
 今
翻
じ
て
調
伏
と
為
す
。
謂
う
こ
こ
ろ
は
、
調
は
是
れ
調
和
、

伏
は
是
れ
折
伏
な
れ
ば
、
則
ち
身
語
意
の
業
を
調
和
控
御
し
、

も
ろ
も
ろ
諸
の
悪
行
を
制
伏
除
滅
す
る
が
故
に
。
調
伏
は
是
れ
行
、
即
ち

（二）

所
詮
の
戒
行
な
り
。
調
伏
の
蔵
な
れ
ば
、
依
主
釈
な
り
。
所
詮
に

従
い
て
名
と
為
す
を
以
て
の
故
に
。

＊

い

に

し

え

三
に
阿
毘
達
磨
蔵
。
或
い
は
阿
毘
曇
と
云
い
、
古
訳
し
て
無
比

(-―-
） 法
と
為
す
。
謂
う
こ
こ
ろ
は
、
阿
毘
を
無
比
と
云
い
、
達
磨
を
法

と
云
う
。
即
ち
無
分
別
智
も
て
法
相
を
分
別
し
、
更
に
法
の
能
＜

此
に
比
す
る
も
の
有
る
こ
と
無
き
が
故
に
、
無
比
法
と
云
う
。

今
訳
し
て
対
法
と
為
す
。
謂
う
こ
こ
ろ
は
、
阿
毘
は
是
れ
能
対
の

（四）

智
、
達
磨
は
是
れ
所
対
の
境
法
な
り
。
正
智
を
以
て
妙
に
法
源
を
尽

が
如
き
を
謂
う
。
故
に
対
法
と
云
う
。
対
法
は
是
れ
所
詮
の
慧
、
即

＊
 

ち
対
法
の
蔵
も
亦
た
依
主
釈
な
り
。
所
詮
に
従
い
て
目
と
為
す
。
又

た
或
い
は
伏
法
、
択
法
、
数
法
、
通
法
、
大
法
等
と
名
づ
く
。
並
び

に
義
に
随
う
の
名
に
し
て
、
余
に
説
く
が
如
し
。

七
〇

(16) 



(
-
）
清
涼
は
v
i
n
a
y
a
で
は
な
く
、

sila
の
訳
で
あ
り
、
『
大
毘
婆
沙
論
』
巻
第
四
十
四
（
大
正

二
七
、
ニ
ニ
九
下
1
二
三
0
上
）
に
は
次
の
よ
う
に
あ
る
。

言
戸
羅
者
是
清
涼
義
。
謂
悪
能
令
身
心
熱
悩
。
戒
能
安
適
故
曰
清
涼
。

（
二
）
依
主
釈
も
サ
ン
ス
ク
リ
ッ
ト
文
法
用
語
の
t
a
t
p
u
r
u
~
a

の
訳
語
。
複
合
詞
の
前
分
と
後

分
が
格
関
係
に
あ
る
と
理
解
さ
れ
る
も
の
で
、
格
限
定
複
合
詞
な
ど
と
意
訳
さ
れ
て
い

る
。
「
毘
奈
耶
・
蔵
」
と
い
う
複
合
詞
の
場
合
、
前
分
の
毘
奈
耶
は
修
多
羅
の
よ
う
に
能

詮
の
言
教
で
は
な
く
、
所
詮
の
戒
学
（
戒
行
・
調
伏
）
を
意
味
す
る
の
で
、
「
毘
奈
耶
．

調
伏
の
蔵
」
と
い
う
よ
う
に
前
分
と
後
分
が
格
関
係
で
理
解
さ
れ
る
。
こ
う
し
て
こ
の

複
合
詞
は
「
所
詮
で
あ
る
毘
奈
耶
（
即
ち
戒
学
・
調
伏
）
を
説
示
す
る
能
詮
の
言
教
や
そ

れ
を
記
録
し
た
経
典
を
包
摂
し
た
蔵
」
を
意
味
す
る
こ
と
に
な
る
。

『
功
徳
論
』
巻
第
一
（
大
正
二
五
、
三
二
上
）

阿
毘
曇
者
。
大
法
也
。
…
…
亦
名
無
比
法
。
八
智
十
慧
無
漏
正
見
。
越
三
界
凝
無

輿
等
者
。
故
日
無
比
法
也
。

（
四
）
「
対
法
」
は
a
b
h
i
d
h
a
n
n
a
の
接
頭
辞
a
b
h
i
を
、
「
に
対
し
て
、
に
関
し
て
」
と
い
う
前
置

詞
の
意
味
に
と
っ
た
訳
語
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
語
義
を
解
釈
す
る
世
親
は
『
倶
舎
論
』

(
A
K
B
h
.
 ｀
 
p.2)
で、

a
b
h
i
d
h
a
n
n
a
を
涅
槃
と
い
う
勝
義
の
法
や
法
相
「
に
対
向
（
対
面
）
す

る
も
の
(
p
r
a
t
y
a
b
h
i
m
u
k
h
a
)
」
、
即
ち
慧
と
解
釈
す
る
。
彼
は
慧
を
第
一
義
的
に
は
「
無

垢
の
惹
(amalaprajfia)
」
と
す
る
が
、
世
俗
と
し
て
は
そ
の
無
垢
の
慧
を
得
る
た
め
の

聞
思
修
の
三
慧
や
論
書
を
も
含
め
る
と
い
う
。
法
蔵
も
こ
の
立
場
に
立
つ
が
、
彼
は
こ

の
智
を
三
蔵
の
所
詮
で
あ
る
三
学
の
中
の
慧
学
と
し
、
阿
毘
達
磨
の
達
磨
・
法
を
惹
学

の
智
に
よ
っ
て
対
向
（
対
面
）
さ
れ
る
所
対
と
し
、
法
を
知
る
智
を
法
に
対
す
る
能
対
と

す
る
。
お
そ
ら
く
法
蔵
も
『
倶
舎
論
』
が
説
く
よ
う
に
、
対
法
の
智
に
無
垢
・
無
漏
の
慧

と
世
俗
的
な
三
慧
を
含
め
、
「
法
源
を
尽
く
し
、
法
相
を
簡
択
す
」
と
い
う
よ
う
に
、
勝

義
の
法
と
法
相
を
対
象
と
す
る
智
と
考
え
て
い
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
そ
の
点
、

a
b
h
i
d
h
a
n
n
a
を
「
無
比
法
」
と
解
釈
す
る
立
場
で
は
、
無
分
別
智
と
無
比
法
だ
け
と
な

り
、
世
俗
の
智
、
後
得
智
と
法
相
を
含
む
こ
と
が
で
き
な
く
な
ろ
う
。
こ
の
点
で
法
蔵

は
阿
毘
達
磨
を
無
比
法
と
訳
す
古
訳
を
適
当
で
は
な
い
と
考
え
て
い
た
の
で
は
な
か
ろ

う
か
。
な
お
「
無
比
法
」
と
「
対
法
」
と
い
う
語
義
に
関
し
て
は
『
倶
舎
論
の
研
究
』
一
三
頁

以
下
参
照
。

『
大
乗
起
信
論
義
記
』
研
究

五）

七

『
探
玄
記
』
巻
第
一
（
大
正
三
五
‘
1
0
九
中
）
参
照
。

三
名
阿
毘
達
磨
蔵
。
達
磨
名
法
。
阿
毘
有
七
義
。
一
名
封
法
。
此
有
二
義
。
一
封

向
。
謂
因
智
趣
向
涅
槃
果
故
。
二
封
観
。
謂
果
智
観
證
涅
槃
滅
故
。
雖
因
智
亦
有

封
観
。
然
以
仰
進
修
故
但
名
封
向
。
…
…
二
名
敷
法
。
…
…
三
名
伏
法
者
。
…
…

四
名
通
法
。
此
能
通
繹
契
経
義
故
。
契
経
稲
法
。
此
法
能
通
彼
。
即
法
之
通
。

…
…
五
名
無
比
法
。
六
名
大
法
。
七
名
揺
法
。
此
三
唯
約
所
詮
。
…
…
或
云
摩
得

勒
伽
。
此
云
本
母
。
以
教
興
義
。
為
本
為
母
。
亦
名
分
別
解
脱
。
或
云
優
波
提

舎
。
此
云
論
義
。
雑
集
中
名
解
繹
也
。
此
契
経
等
上
三
種
。
皆
含
掻
所
詮
出
生
義

理
。
倶
名
為
蔵
。

(17) 



此
の
論
「
起
信
論
」
の
こ
と
。

循
喋
研
骰
空
海
の
「
二
教
論
」
を
あ
げ
て
「
仏
教

語
大
辞
典
」
で
は
、
「
問
答
を
繰
り
返
し
て
研
究
す

る
こ
と
」
の
意
味
と
す
る
が
、
チ
ベ
ッ
ト
訳
で
は

iles 
p
a
r
 drails pal)i 
m
a
 m
o
 (
決
定
に
導
か
れ
た

マ
ー
ト
リ
カ
ー
）
で
あ
る
。

i
l
e
s

p
a
 (
n
i
y
a
t
a
,
 

n
i
~
c
a
y
a
)

は
決
定
を
意
味
す
る
が
、
了
義
の
了

(nila)
の
訳
で
も
あ
り
、

d

g
s
p
a
は
未
了
義
の
未

了
n
e
y
a
,
drail p
a
と
同
じ
語
根
で
あ
ろ
う
か
ら
、

「
了
（
義
）
に
導
か
れ
た
」
と
い
う
意
味
で
は
な
い
か

と
も
考
え
ら
れ
る
。

摩
但
理
迦

m
i
i
t
r
k
a
の
音
写
、
母
を
意
味
す
る
。

イ
ン
ド
選
述
の
論
書
で
は
miitrkii
は
所
々
で
ア
ピ

ダ
ル
マ
と
同
義
語
と
さ
れ
て
い
る
。
中
国
で
は
そ

れ
が
定
説
と
な
っ
て
お
り
、
摩
但
理
迦
は
理
や
智

や
行
を
生
ず
る
も
と
と
な
る
の
で
「
母
」
と
い
う
と

理
解
さ
れ
て
い
る
。
法
蔵
も
摩
恒
理
迦
を
ア
ビ
ダ

ル
マ
の
同
義
語
と
す
る
が
、
「
本
母
」
と
い
う
意
訳

を
採
用
し
て
、
「
教
と
義
と
を
本
と
な
し
、
母
と
な

す
」
と
い
う
。
こ
の
法
蔵
の
語
義
解
釈
で
は
、
阿
毘

達
磨
の
摩
世
理
迦
が
智
や
行
を
生
ず
る
原
因
（
母
）

で
は
な
く
、
む
し
ろ
逆
に
教
や
義
が
阿
毘
達
磨
を

生
ず
る
原
因
（
本
母
）
と
な
る
。
前
注
で
触
れ
た
チ

ベ
ッ
ト
訳
「
経
か
ら
決
定
・
了
義
に
導
か
れ
た
マ
ー

ト
リ
カ
ー
」
は
教
や
義
を
本
母
と
す
る
と
い
う
法
蔵

の
解
釈
を
支
持
し
よ
う
。

了
義
未
了
義
・
不
了
義
の
対
。

菩
薩
馬
嗚
を
指
す
。

達
磨
蔵
阿
毘
達
磨
蔵
・
対
法
蔵
の
こ
と
。

（
又
）
＋
答
【
大
】

問
1
1
同
【
筆
】

如
1
1
同
【
大
】

諸
＋
（
一
切
了
義
）
【
筆
】

殿
1
1
薮
【
版
、
龍
、
旭
｀
像
、
聴
】

但
理
1
1
胆
哩
【
筆
】

〔
且
如
〕
【
続
】

且
1
1
旦
【
旭
】

縦
1
1
則
【
箪
】

作
1
1
造
【
筆
】

達
磨
1
1
封
法
【
筆
】

牧
1
1
耶
【
筆
】

也。
問
。
若
此
三
蔵
於
彼
三
學
各
詮
一

學
。
何
故
雑
集
論
第
十
一
云
。
復
次
開

此
論
於
彼
三
蔵
之
中
。
封
法
蔵
描
。

問
。
如
増
伽
八
十
一
云
。
謂
諸
経

*

＊

*

 

典
。
循
環
研
蕨
。
摩
但
理
迦
。
且
如
一

切
了
義
経
。
皆
名
摩
但
理
迦
。
謂
於
是

虞
世
尊
自
廣
分
別
法
相
。
准
此
文
證
。

＊
 縦
封
法
蔵
。
亦
是
佛
説
。
此
論
既
是
如

＊

＊

 

来
滅
後
菩
薩
所
作
。
何
得
亦
入
達
摩
蔵

＊
 収。

答
。
有
二
義
。

一
准
瑠
伽
。
是
彼

故
具
三
。
律
次
具
二
。
論
狭
唯
一
。
亦

（匹）

一
に
諭
伽
に
准
ず
。
是
れ
彼
の
種
類
な

尊
自
ら
広
く
法
相
を
分
別
す
」
と
。
此
の
文
証
に
准
ず
る
に
、
縦

の
如
き
は
皆
な
摩
但
理
迦
と
名
づ
く
。
謂
く
、
是
の
処
に
於
て
世

是
本
末
門
。
謂
経
是
本
。
餘
二
次
第
末
唯
だ
一
な
り
。
亦
た
是
れ
本
末
門
な
り
。
経
は
是
れ
本
、
余
の

若
依
兼
正
門
。
則
如
集
論
説
。
以
経
寛
若
し
兼
正
門
に
依
ら
ば
、
則
ち
集
論
の
説
の
如
し
。
経
は
寛
き
を

耶
。
開
示
慧
學
名
阿
毘
達
磨
゜

＊
 答
。
若
依
剋
性
門
。
如
前
各
詮
一
。

示
三
學
立
素
恒
藍
。
開
示
戒
定
名
毘
奈
て
素
但
藍
を
立
て
、
戒
定
を
開
示
し
て
毘
奈
耶
と
名
づ
け
、
慧
学

お
の
お

問
う
。
若
し
此
の
三
蔵
、
彼
の
三
学
に
於
て
各
の
一
学
を
詮
せ

（一）

ば
、
何
の
故
に
雑
集
論
第
十
一
に
、

を
開
示
し
て
阿
毘
達
磨
と
名
づ
く
」
と
云
う
や
。

（

二

）

お

の

お

．
答
う
。
若
し
剋
性
門
に
依
ら
ば
、
前
の
如
く
各
の
一
を
詮
し
、

以
て
の
故
に
三
を
具
え
、
律
は
次
に
二
を
具
え
、
論
は
狭
く
し
て

は
次
第
の
末
な
る
を
謂
う
。

此
の
論
は
、
彼
の
三
蔵
の
中
に
於
て
は
対
法
蔵
の
摂
な
り
。

（

三

）

も

ろ

も

ろ

問
う
。
堆
伽
の
八
十
一
に
云
う
が
如
し
。
「
謂
く
、
諸
の
経

か

く

＊

ま

た

り

か

典
の
循
環
研
蕨
せ
る
は
摩
但
理
迦
な
り
。
且
ら
く
一
切
の
了
義
経

い
対
法
蔵
な
る
も
亦
た
是
れ
仏
説
な
り
。
此
の
論
は
、
既
に
是
れ

＊
 

如
来
滅
後
の
菩
薩
の
作
る
所
な
り
。
何
ぞ
亦
た
達
摩
蔵
に
入
り
て

収
む
る
を
得
ん
や
。

答
う
。
二
義
有
り
。

「
復
た
次
に
三
学
を
開
示
し

七
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『
雑
集
論
』
巻
第
十
一
（
大
正
三
一
、
七
四
四
中
）

復
次
為
欲
開
示
三
種
學
故
。
建
立
素
但
攪
蔵
。
所
以
者
何
。
要
依
此
蔵
所
化
有
情

解
了
三
學
。
由
此
蔵
中
廣
開
三
種
所
修
學
故
。

為
欲
成
立
増
上
戒
學
増
上
心
學
故
。
建
立
毘
奈
耶
蔵
。
要
依
此
蔵
二
増
上
學
方
得

成
立
。
所
以
者
何
。
廣
繹
別
解
脱
律
儀
學
道
聖
教
為
所
依
止
。
方
能
修
治
浮
戸
羅

故
。
依
浮
戸
羅
生
無
悔
等
。
漸
次
修
學
｀
心
得
定
故
。

為
欲
成
立
増
上
慧
學
故
。
建
立
阿
毘
達
磨
蔵
。
要
依
此
蔵
増
上
慧
學
方
得
成
立
。

所
以
者
何
。
由
此
蔵
中
能
廣
開
示
簡
掲
諸
法
巧
方
便
故
。

（
二
）
「
剋
性
門
」
と
は
三
蔵
を
各
々
の
固
有
の
「
性
」
で
あ
る
定
・
戒
・
慧
と
い
う
所
詮
の
学

に
限
定
し
て
取
り
扱
う
こ
と
で
あ
ろ
う
。
剋
性
門
や
次
に
く
る
兼
正
門
な
ど
の
分
類
は

智
慨
の
『
捜
玄
記
』
（
大
正
三
五
、
一
四
上
）
に
見
え
る
。

有
二
義
。
一
剋
性
門
。
二
兼
正
門
。
剋
性
如
前
説
。
兼
正
門
有
二
義
。
一
本
末

義
。
経
為
本
教
。
余
二
次
第
末
也
。
二
者
兼
正
門
。
経
中
定
為
正
。
戒
慧
兼
也
。

「
兼
正
」
は
智
懺
の
言
う
よ
う
に
、
修
多
羅
蔵
の
場
合
で
い
え
ば
、
「
正
」
で
あ
る
定
学
と

は
別
の
「
正
」
で
あ
る
戒
学
や
慧
学
を
も
兼
ね
そ
な
え
て
い
る
こ
と
を
意
味
す
る
。
智
慨

は
兼
正
門
に
本
末
義
と
兼
正
門
の
二
義
あ
る
と
い
う
が
、
法
蔵
は
そ
れ
に
よ
り
な
が
ら

も
、
実
際
は
『
雑
集
論
』
の
説
く
よ
う
な
蔵
摂
の
分
斉
が
「
寛
狭
」
と
「
本
末
」
に
よ
っ
て
成

立
す
る
こ
と
を
こ
こ
で
説
い
て
い
る
。

『
瑠
伽
論
』
巻
第
八
十
一
（
大
正
三
0
、
七
五
三
中
）

論
議
者
。
謂
諸
経
典
循
環
研
霰
摩
咀
理
迦
。
且
如
一
切
了
義
経
皆
名
摩
咀
理
迦
゜

謂
於
是
虞
世
尊
自
廣
分
別
諸
法
骰
相
。

d
e
 la gtan la b
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h
 p
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r
 bstan p
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 d
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 ni m
d
o
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a
r
 drafts pai).i m
a
 m
o
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g
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a
r
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d
o
n
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d
o
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h
a
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a
d
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m
a
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o
●
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u
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o
m
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h
o
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t
s
h
a
n
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a
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u
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a
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コ
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a
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n
o
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a
r
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 d
e
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a
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h
o
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l
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a
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o
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(YBh•• 

P., 

Y
i
 64bs-7, D., I:Ii 
54b4.) 

「
そ
の
う
ち
論
議
(upadesa)
と
は
経
(s曰
品
nta)
か
ら
決
定
に
導
か
れ
た
マ
ー
ト
リ

カ
ー
な
る
も
の
で
あ
っ
て
、
そ
こ
で
す
べ
て
の
了
義
経
(nitiirthasii.tra)
は
マ
ー
ト

『
大
乗
起
信
論
義
記
』
研
究

七

リ
カ
ー
(
m
a
t
r
k
a
)
と
い
わ
れ
る
。
あ
る
と
こ
ろ
に
お
い
て
世
尊
が
法
の
相

d
h
a
r
m
a
l
a
k
~
a
i
:
i
a

を
説
か
れ
、
ま
た
あ
る
と
こ
ろ
に
お
い
て
根
源
を
見
て
証
悟
し

た
境
地
に
い
る
声
聞
が
法
の
相
を
不
顛
倒
に
説
く
（
と
こ
ろ
）
、
そ
れ
ら
（
の
と
こ

ろ
）
は
m
翌
店
で
あ
り
、

a
b
h
i
d
h
a
r
m
a
で
あ
る
」

『
堆
伽
論
』
で
は
十
二
部
教
の
中
の
論
議
(upadesa)
に
つ
い
て
説
い
て
い
る
。
法
蔵
は

「
論
議
者
」
を
省
い
て
い
る
。
か
れ
は
『
探
玄
記
』
の
「
論
議
」
を
述
べ
る
項
（
大
正
三
五
、

―1
0
下
）
で
も
こ
こ
と
全
く
同
じ
く
「
論
議
者
」
を
省
い
て
い
る
の
で
、
こ
の
省
略
は

意
図
的
な
も
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
が
、
こ
の
箇
所
で
は
「
論
議
」
の
教
証
と
し
て
引
用
し

て
い
る
の
で
は
な
い
か
ら
「
論
議
者
」
は
不
要
で
あ
る
。
こ
こ
で
は
対
論
者
が
経
蔵
や
律

蔵
だ
け
で
な
く
、
対
法
蔵
も
仏
説
で
あ
る
こ
と
の
文
証
と
し
て
い
る
の
で
あ
る
か
ら
、

こ
の
一
節
を
引
用
し
た
意
図
は
仏
自
身
が
法
相
を
分
別
す
る
す
べ
て
の
了
義
経
が
、
ア

ビ
ダ
ル
マ
即
ち
マ
ー
ト
リ
カ
ー
で
あ
る
と
説
い
て
い
る
点
に
あ
る
。
問
い
の
中
で
チ

ベ
ッ
ト
訳
の
後
半
に
見
え
る
声
聞
に
関
す
る
最
後
の
一
節
（
次
注
参
照
）
を
引
用
し
て
い

な
い
の
は
、
対
論
者
に
と
っ
て
都
合
が
悪
い
か
ら
で
あ
ろ
う
。
な
お
マ
ー
ト
リ
カ
ー
に

つ
い
て
は
『
倶
舎
論
の
研
究
』
二
三
ー
ニ
八
頁
参
照
。

（
四
）
『
瑠
伽
論
』
で
は
前
注
で
取
り
あ
げ
た
チ
ベ
ッ
ト
訳
で
明
ら
か
な
よ
う
に
、
仏
が
説
か

れ
た
も
の
（
法
相
）
も
、
仏
弟
子
が
説
か
れ
た
も
の
も
同
じ
く
マ
ー
ト
リ
カ
ー
で
あ
り
、

ア
ビ
ダ
ル
マ
だ
と
い
う
。
漢
訳
で
も
「
又
於
是
虞
諸
聖
弟
子
已
見
諦
遊
依
自
所
證
無
倒

分
別
諸
法
罷
相
此
亦
名
為
摩
旦
理
迦
。
即
此
摩
且
理
迦
亦
名
阿
毘
達
磨
」
と
続
く
。
法

蔵
が
「
瑠
伽
に
準
ず
。
是
れ
彼
の
種
類
な
り
」
と
答
え
て
い
る
の
は
、
む
し
ろ
こ
の
一
節

を
念
頭
に
置
い
て
い
た
か
ら
で
は
な
か
ろ
う
か
。
馬
鳴
は
菩
薩
で
あ
っ
て
、
聖
弟
子

（盆
vaka・

声
聞
）
で
は
な
い
し
、
『
起
信
論
』
は
大
乗
の
論
書
で
あ
っ
て
、
声
聞
の
著
述

で
あ
る
、
い
わ
ゆ
る
三
蔵
の
中
の
阿
毘
達
磨
（
論
）
で
は
な
い
が
、
『
起
信
論
』
も
循
環
研

霰
せ
る
論
書
で
あ
り
、
法
の
体
相
の
不
顕
倒
な
分
別
で
あ
る
点
で
、
仏
や
聖
弟
子
の
分

別
（
チ
ベ
ッ
ト
訳
で
は
b
s
t
a
n
pa・ 
教
示
）
と
実
質
的
に
は
同
じ
だ
と
い
う
の
で
あ
ろ

う
。
要
す
る
に
法
蔵
は
こ
こ
で
は
大
乗
経
典
は
も
と
よ
り
、
『
起
信
論
』
な
ど
の
大
乗
の

論
書
も
仏
説
で
あ
る
と
主
張
し
て
い
る
こ
と
に
な
る
。
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印
す
る
印
可
す
る
こ
と
。
こ
こ
で
は
仏
が
懸
か
に
予

言
の
形
で
馬
嗚
の
所
説
を
認
め
る
こ
と
。

智
教
起
の
十
因
の
第
一
に
あ
げ
ら
れ
た
智
。
本

稿
6
頁
及
び
7
頁
補
注
(
-
)
参
照
。

理
行
位
果
菩
薩
の
場
合
に
理
行
果
の
他
に
「
位
」

が
加
え
ら
れ
て
い
る
の
は
、
菩
薩
乗
で
は
階
位
が

重
要
な
意
味
を
も
っ
て
い
る
か
ら
で
あ
ろ
う
。

説
1
1
記
【
筆
】

（
然
正
法
矩
滅
邪
見
憧
）
＋
善
【
筆
】

如
来
1
1
佛
所
【
筆
】

〔
其
〕
【
聴
】

許
1
1
記
【
筆
】

掻
1
1
抄
【
聴
】

聾
聞
1
1
小
乗
【
筆
】

等
1
1
故
【
筆
】

菩
薩
1
1
大
乗
【
筆
】

位
果
1
1
果
故
【
葦
】

為
盤
聞
蔵
及
菩
薩
蔵
。
問
。
彼
三
及

二
云
何
名
蔵
。
答
。
由
描
故
。
謂
播

一
切
所
應
知
義
。
解
云
。
是
故
為
彼
整

聞
鈍
根
下
乗
。
依
法
執
分
別
。
施
設
三

＊

＊

 

蔵
。
詮
示
磐
聞
理
行
果
等
。
名
磐
聞
蔵
。

為
諸
菩
薩
利
根
上
乗
。
依
三
無
性
二
無

＊

＊

 

我
智
。
施
設
一
二
蔵
。
詮
示
菩
薩
理
行
位

巧
此
蔵
由
上
下
乗
差
別
故
。
復
説

但
根
有
利
鈍
。
法
有
浅
深
。
故
合

二
約
所
為
二
故
。
教
即
為
二
者
。

也。 種
類
。
故
入
彼
播
。
二
准
摩
詞
摩
耶

＊

＊

 

経
。
佛
説
馬
鳴
善
説
法
要
。
既
言
善

説
。
即
是
如
束
懸
印
所
説
。
故
知
亦

＊
 

得
入
此
蔵
収
。
因
此
通
論
。
如
来
説

＊
 

法
有
其
三
種
。
一
佛
自
説
。
二
加
他

＊
 

説
。
三
懸
許
説
。
此
論
即
営
懸
許
説

蔵
。
分
為
二
種
。
故
荘
厳
論
第
四

(

-

）

 

り
、
故
に
彼
に
入
り
て
摂
む
。
二
に
摩
詞
摩
耶
経
に
准
ず
。
仏
、

「
馬
鳴
は
善
く
法
要
を
説
く
」
と
説
け
り
。
既
に
善
く
説
く
と
言

＊
 

え
ば
、
即
ち
是
れ
如
来
、
懸
か
に
所
説
を
印
す
る
な
り
。
故
に
亦

ニ
に
他
に
加
し
て
説
く
。
三
に
懸
か
に
説
く
を
許
す
。
此
の
論
は

ニ
に
、
所
為
の
二
に
約
す
る
が
故
に
教
を
即
ち
二
と
為
す
と

は
、
但
だ
根
に
利
鈍
有
り
て
、
法
に
浅
深
有
り
。
故
に
三
蔵
を
合
）

゜
2
 

（二）

し
、
分
か
ち
て
二
種
と
為
す
。
故
に
荘
厳
論
第
四
に
云
く
、
「
此
（

の
蔵
は
上
下
乗
の
差
別
に
由
る
が
故
に
、
復
た
説
き
て
声
聞
蔵
及

び
菩
薩
蔵
と
為
す
。
問
う
。
彼
の
三
及
び
二
は
云
何
が
蔵
と
名
づ

く
。
答
う
。
摂
む
る
に
由
る
が
故
な
り
。
謂
う
こ
こ
ろ
は
、

聞
の
鈍
根
下
乗
の
為
に
法
執
の
分
別
に
依
り
て
、
三
蔵
を
施
設

し
、
声
聞
の
理
行
果
等
を
詮
示
す
る
を
声
聞
蔵
と
名
づ
け
、
諸

（
三
）
＊

の
菩
薩
の
利
根
上
乗
の
為
に
三
無
性
、
二
無
我
の
智
に
依
り
て
、

三
蔵
を
施
設
し
、
菩
薩
の
理
行
位
果
を
詮
示
す
る
を
菩
薩
蔵
と
名

の
所
応
知
の
義
を
摂
む
」
と
。
解
し
て
云
く
、
是
の
故
に
彼
の
声

即
ち
懸
か
に
説
く
を
許
す
に
当
る
な
り
。

す
る
に
、
如
来
の
説
法
に
其
れ
三
種
有
り
。

た
此
の
蔵
に
入
れ
て
収
む
る
を
得
る
を
知
る
。
此
に
因
り
て
通
論

七
四

一
切

一
に
仏
自
ら
説
く
。



(

-

）

 

『
大
乗
起
信
論
義
記
』
研
究

『
摩
耶
経
』
巻
下
（
大
正
―
二
‘
1
0
一
三
下
）

六
百
歳
已
。
九
十
六
種
諸
外
道
等
。
邪
見
競
興
破
滅
佛
法
。
有
一
比
丘
名
曰
馬

鳴
。
善
説
法
要
降
伏
一
切
諸
外
道
輩
。

七
百
歳
已
。
有
一
比
丘
名
曰
龍
樹
。
善
説
法
要
滅
邪
見
瞳
然
正
法
矩
゜

『
荘
厳
経
論
』
巻
第
四
（
大
正
三
一
、
六
0
九
下
）

三
蔵
或
二
摘
成
三
有
九
因

黛
覺
寂
通
故
解
脱
生
死
事

繹
曰
。
三
蔵
或
二
掻
者
。
三
蔵
謂
修
多
羅
蔵
毘
尼
蔵
阿
毘
曇
蔵
。
或
二
謂
此
三
由

下
上
乗
差
別
故
。
復
次
為
整
聞
蔵
及
菩
薩
蔵
。
問
彼
三
及
二
。
云
何
名
蔵
。
答
由

掻
故
。
謂
播
一
切
所
應
知
義
。

こ
の
よ
う
に
引
用
箇
所
は
「
述
求
品
」
第
十
二
（
サ
ン
ス
ク
リ
ッ
ト
本
第
十
一
）
の
第
一

偶
の
冒
頭
部
分
、
「
三
蔵
或
二
掻
」
(pitakatray3l!l
dvayaf!l vii saijlgrahatal).)
の
註
釈

で
あ
る
。
pi¥akatrayaIJl siltravinayiibhidharmiiJ:i /
 ta
d
 e
v
a
 trayaIJl 
hinayiiniigrayiina ,
 

b
h
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/
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p
u
n
a
s
 trayaijl 
d
v
a
y
a
i
j
l
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k
e
n
i
i
r
t
h
e
n
a
 p
i
t
a
k
a
m
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a
h
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 /
 saijlgrahataJ:i 

sarvajiiey
翌
hasaijlgrah
翌
v
e
d
i
t
a
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y
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m
/
 (M
S
,
 p.53, 1
.
1
7
 ,
 1
9
)
 

「
三
蔵
は
経
、
律
、
論
で
あ
り
、
そ
の
同
じ
三
が
小
乗
と
大
乗
の
区
別
に
よ
っ

て
、
二
で
あ
り
‘
[
そ
れ
は
即
ち
]
声
聞
乗
と
菩
薩
乗
で
あ
る
。
さ
ら
に
そ
の
三
或

い
は
二
は
ど
う
い
う
意
味
で
蔵
と
呼
ば
れ
る
の
か
0

[
そ
れ
は
]
包
摂
し
て
い
る
か

ら
、
つ
ま
り
、
あ
ら
ゆ
る
所
知
の
義
を
包
摂
し
て
い
る
か
ら
で
あ
る
と
理
解
さ
れ

る
べ
き
で
あ
る
」

（
三
）
三
無
性
は
唯
識
派
の
根
本
的
教
理
で
あ
る
三
性
の
真
実
相
を
示
す
。
三
性
説
は
覚
り

が
唯
識
と
い
う
存
在
の
三
様
相
と
し
て
成
立
す
る
こ
と
を
説
く
。
換
言
す
れ
ば
、
輪
廻

か
ら
涅
槃
へ
と
い
う
転
換
を
存
在
構
造
と
し
て
示
し
た
も
の
で
あ
る
。

一
、
遍
計
所
執
性
輪
廻
．
迷
界
の
主
・
客
を
構
成
す
る
諸
事
物
は
分
別
に
よ
っ

て
「
分
別
さ
れ
た
(parikalpita)
」
存
在
で
あ
る
こ
と
。

二
、
依
他
起
性
分
別
さ
れ
た
事
物
の
成
立
の
根
拠
と
な
る
分
別
は
縁
起
し
た
唯

識
の
み
で
あ
る
こ
と
。

七
五

三
、
円
成
実
性
涅
槃
．
悟
り
は
、
す
べ
て
が
分
別
・
唯
識
の
み
で
、
分
別
さ
れ

た
主
・
客
の
諸
事
物
が
実
在
し
な
い
こ
と
を
実
際
に
さ
と
り
、
実
現
し
た
（
円
成

実
）
存
在
の
様
相
と
し
て
成
立
す
る
こ
と
。

三
無
性
は
こ
れ
ら
三
性
、
三
様
相
の
存
在
が
各
々
皆
空
性
で
あ
る
と
い
う
三
性
の
本

性
・
実
相
を
示
す
。

一
、
相
無
性
遍
計
所
執
さ
れ
、
分
別
さ
れ
た
様
相
の
存
在
は
実
相
と
し
て
は
無

相
で
あ
る
の
で
実
在
し
な
い
こ
と
。

二
、
生
無
性
依
他
起
・
縁
起
す
る
様
相
の
存
在
は
、
実
相
と
し
て
は
そ
の
縁
起

が
不
生
起
で
あ
る
の
で
実
在
し
な
い
こ
と
。

三
、
勝
義
無
性
円
成
実
し
た
、
完
成
さ
れ
た
様
相
の
存
在
も
最
高
の
真
実
在
が

空
で
あ
る
の
で
実
在
し
な
い
こ
と
。

こ
の
よ
う
に
法
蔵
が
、
如
来
蔵
思
想
を
説
く
『
起
信
論
』
を
注
釈
し
な
が
ら
、
菩
薩
蔵

の
教
起
の
原
因
と
し
て
唯
識
派
の
根
本
的
実
在
観
を
示
す
三
無
性
の
智
を
あ
げ
て
い
る

点
は
注
目
に
値
す
る
で
あ
ろ
う
。

二
無
我
は
人
無
我
と
法
無
我
で
あ
り
、
大
乗
は
皆
人
の
空
だ
け
で
な
く
法
の
空
を
説

く
が
、
二
無
我
と
い
う
術
語
pudgalanairiitmya,
d
h
a
r
m
a
n
a
i
r
i
i
t
m
y
a
を
用
い
て
、
二
無

我
を
意
識
的
に
説
き
始
め
た
の
は
唯
識
派
で
あ
る
。
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〔
若
〕
【
大
】

限
1
1
配
【
聴
】

荘
厳
論

照。教
行
教
法
と
修
行
。

三
乗
蔵
声
聞
蔵
、
独
覚
蔵
、
菩
薩
蔵
。

理
果
縁
起
の
理
法
と
人
無
我
の
悟
り
。

生

空

衆

生

が

空

で

あ

る

と

い

う

人

無

我

(pudgalanairiitmya)
の
こ
と
。

経
論
の
開
合
経
典
や
論
書
に
よ
っ
て
、
声
聞
蔵

と
独
覚
蔵
を
分
け
（
開
）
て
一
二
乗
蔵
説
を
採
る
か
、

独
覚
を
声
聞
に
含
め
て
声
間
蔵
と
菩
薩
蔵
の
二
蔵

説
を
採
る
か
と
い
う
こ
と
。

本
稿

20
頁
及
び
次
頁
の
補
注
(
-
)
参

如
是
此
論
二
蔵
之
中
菩
薩
蔵
揺
゜

同。 羅
漢
。
故
不
別
立
。
是
故
経
論
開
合
不

異
。
謂
約
教
行
少
分
不
同
。
分
三
乗

蔵
。
約
彼
理
果
全
罷
不
殊
故
。
合
為
一

蔵
。
謂
同
断
我
執
。
同
證
生
空
。
果
同

答
。
但
彼
獨
覺
輿
此
磐
聞
有
同
有

＊
 

問
。
何
故
二
教
麿
立
不
同
。

及
荘
厳
論
。
約
上
下
乗
分
為
二
蔵
。
故

不
立
也
。

論
。
即
約
三
乗
而
立
三
蔵
。
今
依
播
論

故
獨
覺
不
立
蔵
名
。

＊
 

答
。
若
依
普
超
三
昧
経
及
入
大
乗

果
。
名
菩
薩
蔵
。

問
。
経
中
為
諸
縁
覺
説
因
縁
法
。
何

是
の
如
く
、
此
の
論
は
二
蔵
の
中
の
菩
薩
蔵
に
摂
む
。

独
覚
に
蔵
の
名
を
立
て
ざ
る
や
。

（

二

）

（

三

）

答
つ
。
若
し
普
超
三
昧
経
及
び
入
大
乗
論
に
依
ら
ば
、
即
ち
三

（

四

）

＊

乗
に
約
し
て
三
蔵
を
立
つ
。
今
は
、
摂
論
及
び
荘
厳
論
に
依
り
、

答
つ
。
但
だ
彼
の
独
覚
と
此
の
声
聞
と
は
同
有
り
異
有
り
。
謂
）2
 
2
 

う
こ
こ
ろ
は
、
教
行
の
少
分
同
じ
か
ら
ざ
る
に
約
し
て
三
乗
蔵
を
（

＊
 

分
か
ち
、
彼
の
理
果
の
全
体
殊
な
ら
ざ
る
に
約
す
る
が
故
に
合
し

て
一
蔵
と
為
す
。
謂
う
こ
こ
ろ
は
、
同
じ
く
我
執
を
断
じ
、
同
じ

＊
 

く
生
空
を
証
す
れ
ば
、
果
は
羅
漢
に
同
じ
。
故
に
別
に
立
て
ず
。

＊
 

是
の
故
に
経
論
の
開
合
同
じ
か
ら
ず
。

問
う
。
何
の
故
に
二
教
の
廃
立
同
じ
か
ら
ざ
る
や
。

り゚
上
下
乗
に
約
し
て
分
か
ち
て
二
蔵
と
為
す
。
故
に
立
て
ざ
る
な

（こ

問
う
。
経
中
に
諸
の
縁
覚
の
為
に
因
縁
法
を
説
く
。
何
の
故
に

づ
く
。

七
六



（四 （
一
）
独
覚
p
r
a
t
y
e
k
a
b
u
d
d
h
a
(
各
別
に
覚
っ
た
者
）
の
こ
と
。
独
覚
は
仏
の
教
に
よ
ら
な
い

で
自
ら
覚
り
、
一
人
の
覚
り
に
安
住
す
る
の
で
、
独
覚
と
よ
ば
れ
る
と
い
う
が
、
大
乗

仏
教
で
は
こ
の
問
い
が
示
す
よ
う
に
、
仏
の
教
え
で
あ
る
「
縁
起
」
を
観
察
し
て
覚
る
と

い
う
見
解
が
一
般
的
と
な
る
。
縁
覚
p
r
a
t
y
a
y
a
b
u
d
d
h
a
(
縁
に
よ
っ
て
覚
っ
た
者
）
と
い

う
名
称
は
、
こ
の
縁
起
を
覚
る
と
い
う
独
覚
観
を
反
映
し
た
命
名
で
あ
る
。
法
蔵
は
そ

の
こ
と
を
意
識
し
て
、
こ
の
箇
所
で
は
独
覚
で
は
な
く
縁
覚
を
用
い
た
の
で
あ
ろ
う
。

『
三
昧
経
』
巻
中
（
大
正
一
五
、
四
一
八
上
）

又
族
姓
子
。
菩
薩
有
斯
三
筐
要
蔵
。
何
謂
三
。
一
曰
整
聞
。
二
日
縁
覺
。
三
曰
菩

薩
蔵
。
整
聞
蔵
者
。
承
他
音
響
而
得
解
脱
。
縁
覺
蔵
者
。
暁
了
縁
起
十
二
所
因
。

分
別
報
應
因
起
所
盛
。
菩
薩
蔵
者
。
綜
理
無
量
諸
法
正
誼
自
分
別
覺
゜

『
入
大
乗
論
』
巻
上
（
大
正
三
二
、
三
六
中
）

此
大
乗
中
。
亦
説
三
乗
。
即
名
三
蔵
。
如
菩
薩
蔵
経
中
説
。

佛
告
阿
闇
世
王
。
族
姓
子
。
蔵
有
三
種
。
何
等
為
三
。
謂
磐
聞
蔵
。
辟
支
佛
蔵
。

菩
薩
蔵
。

『
摂
論
』
巻
第
一
（
大
正
三
一
、
一
五
四
中
）

此
菩
薩
蔵
凡
有
幾
種
。
亦
有
三
種
。
謂
修
多
羅
。
阿
毘
達
磨
。
毘
那
耶
。
此
三
由

上
下
乗
差
別
。
故
成
二
種
。
謂
整
聞
蔵
。
菩
薩
蔵
。

『
大
乗
起
信
論
義
記
』
研
究

七
七
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